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武

内

義

範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
り
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
う
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
つ
　
　
つ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
し
　
　
や

　
第
十
九
願
設
我
得
佛
、
十
方
衆
生
、
獲
菩
提
心
、
修
諸
功
徳
、
至
心
褒
願
欲
生
我
顯
、
臨
悪
才
時
、
假
令
不
興
大
衆
國
縄
現
其
人
前
者
、

不
取
正
発
な
る
願
文
の
中
で
、
我
々
は
高
窓
絡
時
以
下
の
文
に
死
の
下
見
し
、
至
心
・
獲
願
・
三
生
の
心
心
を
此
の
無
常
感
の
根
源
か
ら
明

に
し
拠
。
以
上
が
第
「
の
「
我
々
は
如
何
に
し
て
至
心
・
磯
願
・
欲
生
の
蕩
心
を
褒
起
す
る
の
で
あ
る
か
？
」
に
督
す
る
解
答
で
あ
っ
た
。

我
汝
は
第
二
に
、
「
此
の
三
心
は
何
で
あ
る
か
」
を
明
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
観
想
と
遊
徳
と
を
学
徳
と
す
る
擬
無
量
壽
経
を
第
十
九
願
の
解
明
と
親
鷺
が
解
す
る
事
に
就
い
て
は
、
幾
分
既
に
此
に
ふ
れ
て
置
い

た
。
親
鷺
は
、
至
心
・
獲
願
・
欲
生
の
三
心
を
解
す
る
際
に
、
共
融
を
親
無
風
諄
経
の
「
佛
阿
難
及
び
高
寄
希
に
告
げ
元
ま
は
く
、
・
：
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
な
ば
も

：
若
し
衆
生
有
り
て
彼
の
閣
（
極
轍
木
國
土
）
に
生
れ
ん
と
願
ふ
者
、
～
二
種
の
心
を
獲
せ
ば
即
優
往
生
す
Q
何
等
か
を
三
と
爲
す
。
　
｝
に
は

り
　
　
　
し
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
む
　
　
　
つ
　
　
　
も

至
誠
心
、
一
　
に
は
面
心
、
三
に
は
廻
向
獲
願
心
な
り
。
三
心
具
す
れ
ば
必
ず
彼
の
國
に
生
る
。
し
と
云
ふ
文
の
三
心
と
置
換
し
て
解
明
し
て

行
く
。
併
し
、
前
者
の
三
審
が
後
者
の
…
二
心
と
全
く
同
　
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
あ
る
複
雑
な
置
換
の
手
績
が
加
え
ら
れ
て
、
始

め
て
後
者
が
前
者
を
解
呈
す
る
琳
と
な
る
。
此
の
複
難
な
手
癖
き
が
、
實
は
三
二
韓
入
の
、
從
っ
て
又
、
化
身
感
温
の
上
面
の
核
心
で
あ

っ
て
、
方
法
で
あ
る
と
共
に
内
曇
で
あ
る
此
の
原
理
を
、
理
解
す
る
か
、
し
な
い
か
に
、
三
白
色
入
（
故
に
父
化
身
土
巻
）
の
解
羅
が
威

話
す
る
か
、
し
な
い
が
が
懸
っ
て
居
る
と
思
は
れ
る
。
故
に
我
汝
は
以
下
幾
分
詳
細
に
此
の
手
続
を
虚
心
し
つ
つ
、
聞
題
の
三
心
を
明
な

　
　
　
　
．
三
面
聴
入
に
就
い
て
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眼
三
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膏
壌
研
究
　
錆
二
胃
九
十
∴
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ
　
　
　
　
　
　
　
匹
廻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
カ
　
　
カ
　
　
つ
　
　
も
　
　
う

ら
し
め
る
事
と
し
よ
う
。
乎
績
と
は
、
古
來
・
化
身
土
工
の
｝
論
庭
と
し
て
異
詮
の
多
い
顯
落
懸
密
の
義
で
あ
る
。

　
我
々
は
又
繋
に
、
親
無
量
瀞
経
．
に
解
か
れ
て
居
る
這
徳
と
槻
想
と
が
道
徳
や
槻
想
が
そ
れ
だ
け
で
は
宗
敏
的
で
あ
る
》
二
冨
ひ
切
る
事
が

出
雲
ず
、
究
極
の
所
、
至
心
・
搬
願
・
欲
生
の
三
尊
に
よ
っ
て
始
め
て
宗
勲
的
意
義
を
略
つ
事
を
も
蓮
べ
元
。
此
の
幸
心
は
、
回
想
と
道

徳
と
云
ふ
内
容
に
勤
し
て
、
此
を
宗
室
化
す
る
形
式
、
原
理
で
あ
る
と
言
ふ
事
も
嵐
來
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
此
の
形
式
と
内
蓉
と
を
融
合
せ

し
め
る
も
の
が
又
「
顯
彰
詳
密
の
義
」
で
あ
る
。
故
に
我
々
は
以
下
に
顯
論
点
密
の
義
を
詳
瀕
す
る
事
と
し
恐
い
。

　
H
顯
隠
隠
獅
の
語
義
　
観
無
量
豊
中
は
、
王
玉
城
の
悲
劇
を
序
分
と
し
て
居
る
。
王
含
大
城
の
大
王
輝
婆
沙
羅
の
王
子
阿
閣
灌
は
、
悪

友
提
婆
達
多
に
親
し
み
、
父
王
を
殺
し
、
緑
章
提
希
を
牢
獄
に
幽
閉
し
允
。
「
除
に
章
撮
希
幽
閉
せ
ら
れ
已
り
て
愁
．
擁
壁
越
す
。
遙
か
に
書

聞
掘
山
に
む
か
ひ
て
、
佛
の
爲
に
禮
を
な
し
て
此
の
言
を
な
さ
く
、
如
來
世
尊
、
在
昔
の
時
、
撹
に
阿
難
を
燈
は
し
て
來
ら
し
め
て
我
を

慰
問
し
た
ま
ひ
き
。
我
今
愁
・
愛
す
。
僅
・
奪
は
威
軍
に
し
て
見
た
て
ま
つ
る
事
を
得
る
に
山
な
し
。
憂
く
ば
、
9
蓮
と
奪
者
阿
難
と
を
池
は

　
　
　
　
な

し
て
我
が
興
め
に
梱
見
せ
し
め
旋
ま
へ
。
憂
の
語
を
な
し
巴
り
て
悲
泣
雨
涙
し
て
遙
か
に
佛
に
向
ぴ
て
禮
し
允
て
ま
つ
る
。
未
だ
頭
を
墨

げ
ざ
る
の
頃
に
、
そ
の
時
、
癒
埠
者
閥
掘
山
に
ま
し
ま
し
て
、
業
工
手
の
心
の
所
念
を
知
し
め
し
て
、
帥
大
目
擁
蓮
岩
よ
ぴ
阿
難
に
勅
し

て
室
よ
り
來
ら
し
め
、
佛
は
轡
閣
掘
山
よ
り
篤
し
て
王
宮
に
出
で
給
ふ
。
時
に
準
提
希
糊
し
6
り
て
顕
を
摯
ぐ
る
に
世
奪
繹
迦
牟
尼
佛
を

見
た
て
ま
つ
る
。
身
は
紫
金
色
に
し
て
胃
賓
の
莚
華
に
坐
し
た
ま
ぴ
、
口
門
蓮
は
左
に
侍
り
、
阿
難
は
右
に
在
り
。
㎜
撞
、
梵
、
護
黛
の
諸
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
つ

は
虚
室
の
な
か
に
あ
り
て
、
薪
く
天
華
を
降
ら
し
て
持
用
っ
て
供
用
し
奉
る
。
時
に
輩
提
希
、
佛
世
尊
を
見
九
て
ま
つ
り
　
、
自
ら
櫻
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
か
し

を
絶
ち
、
身
を
畢
げ
て
地
に
投
げ
號
泣
し
て
佛
に
向
ひ
て
白
し
て
記
さ
く
世
奪
我
宿
罪
の
舞
あ
り
て
か
此
悪
宇
を
生
め
る
。
糧
奪
叉
、
何



　
　
等
の
吉
備
ま
し
ま
し
て
か
、
提
婆
達
多
と
共
に
春
鵬
た
る
や
。
唯
願
く
ば
教
尊
。
我
が
爲
に
響
く
無
憂
憂
虞
を
画
き
π
ま
へ
。
我
賞
に
筏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
生
す
べ
し
。
閾
浮
提
の
濁
悪
世
を
ば
樂
は
牽
。
此
の
濁
欝
欝
に
は
地
獄
餓
鬼
玄
田
生
、
勲
満
し
て
不
善
聚
多
し
。
我
願
く
ば
未
來
に
惑
聲
を

　
　
聞
か
じ
。
悪
人
を
見
じ
。
今
微
．
奪
に
向
ひ
て
、
五
盤
を
地
に
投
じ
求
哀
徴
解
す
。
唯
願
く
は
佛
臼
、
我
に
浩
…
浄
業
麗
を
観
ぜ
し
む
る
事
を

　
　
激
へ
た
ま
へ
と
し
。

　
　
　
か
く
し
て
世
説
は
極
樂
世
界
、
阿
彌
陀
佛
所
に
往
生
す
る
方
便
と
し
て
掌
提
携
に
概
想
と
道
徳
を
敏
へ
る
。

　
　
　
さ
て
か
く
し
て
説
き
起
さ
れ
る
槻
想
と
道
徳
に
興
す
る
敏
読
の
申
に
は
、
親
総
に
よ
れ
．
ぱ
、
掌
提
希
に
奏
し
て
顯
か
な
る
糧
尊
の
語
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
も
　
　
つ

　
　
部
分
の
傍
に
、
羅
尊
と
彌
陀
如
來
に
封
し
て
の
み
平
な
る
野
分
が
存
荘
す
る
。
前
者
が
顯
の
義
で
あ
り
、
後
者
が
彰
騒
密
の
義
で
あ

　
　
る
。
と
こ
ろ
で
「
潮
曇
（
希
）
は
即
ち
是
れ
女
人
の
相
な
夢
。
貧
罎
息
精
の
凡
夫
の
位
な
り
」
（
卜
磁
臼
齢
　
一
　
一
・
・
轟
凱
）
で
あ
っ
て
、
十
九
願
の
擾
の
代
表
者

　
　
で
あ
る
。
故
に
顯
奏
上
密
と
は
「
十
九
、
願
の
機
に
封
し
て
明
か
な
る
も
の
」
と
「
十
八
願
の
機
に
腐
し
て
明
か
な
る
も
の
」
と
の
二
義
で

　
　
あ
る
と
雷
ふ
事
が
出
撃
よ
う
。
…
凱
無
憂
壽
”
灘
に
か
か
る
翠
蔓
性
の
あ
る
事
を
、
親
…
鶯
は
次
の
二
黙
か
ら
主
張
す
る
。
即
㈲
彼
は
此
経
の
申

　
　
で
「
十
八
願
に
正
し
て
聰
な
る
」
愚
挙
は
醸
彰
（
密
）
の
義
が
何
庭
と
侮
庭
に
指
示
さ
れ
て
居
る
か
を
立
ち
入
っ
て
述
べ
て
居
る
（
栃
戯
－

　
　
繭
マ
）
。
経
典
の
解
擢
の
細
部
に
亙
る
故
に
今
は
逓
べ
な
い
。
㈲
更
に
叉
、
か
か
る
解
櫛
　
は
諮
口
導
の
聖
経
の
疏
の
精
榊
で
で
も
あ
る
。
親
灘
離

　
　
は
若
干
の
善
導
の
文
を
引
導
し
て
、
自
己
の
主
張
の
聾
心
と
す
る
。
我
々
は
此
等
の
文
を
も
舗
愛
す
る
寓
と
し
よ
う
（
八
右
一
九
左
・
富
”
1
い
）
。

　
　
　
さ
て
か
か
る
顯
軍
勢
密
と
は
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
我
々
は
繋
に
三
願
韓
入
を
主
題
と
す
る
化
身
土
巻
を
ヘ
ー
ゲ

　
　
ル
の
精
紳
理
象
學
に
た
と
へ
た
。
今
、
顯
彰
隠
密
の
概
念
を
ヘ
ー
ゲ
ル
の
現
象
學
に
閃
ん
で
言
へ
ば
、
我
々
は
、
此
學
に
猫
壊
な
「
意
識

　
　
に
潔
し
て
」
と
「
我
々
哲
學
者
（
豊
年
知
）
に
罪
し
て
」
な
る
用
語
の
意
義
に
相
輪
す
る
と
考
へ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
現
象
的
精
紳
の
虞
畳

15る
　
　
　
　
　
　
　
黛
鷹
鷺
縛
入
に
就
い
て
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
酎
濁
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甜
欝
醗
舟
糟
究
　
　
櫨
浬
二
胃
M
九
十
一
織
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
悶
門
六

行
は
、
い
は
ば
此
の
二
つ
の
照
明
の
交
錯
す
る
駈
に
成
立
し
て
居
る
。
今
此
の
概
念
を
佛
敏
學
的
用
語
を
も
ち
ひ
て
幾
分
論
晦
し
、
井
せ

て
我
汝
が
か
か
る
用
語
を
此
所
に
提
醸
す
る
審
の
決
し
て
不
自
然
な
ら
ざ
る
事
を
明
に
し
よ
う
。

　
周
知
の
如
く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
シ
ェ
リ
ン
グ
の
…
切
の
差
別
を
擁
漏
す
る
絶
封
親
よ
り
禺
出
し
、
か
か
る
絶
…
封
が
相
鋼
よ
り
絶
封
に
到
る
通

路
も
な
け
れ
ば
、
叉
絶
封
よ
り
相
封
に
還
位
す
る
遺
も
と
ざ
さ
れ
て
居
る
事
に
氣
付
き
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
哲
學
を
｛
歩
前
進
せ
し
め
た
。

シ
ェ
リ
ン
グ
の
叡
知
的
直
親
に
よ
る
絶
…
封
の
把
握
を
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
…
封
知
は
「
ピ
ス
ト
ル
か
ら
打
出
さ
れ
で
も
し
た
か
の
檬
で
あ
る
」

と
非
難
し
、
か
か
る
絶
…
封
者
は
『
凡
て
の
牛
が
黒
い
夜
」
に
す
ぎ
ぬ
と
嘱
笑
し
だ
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
相
個
封
的
意
識
を
絶
封
知
へ
導
く
通
程
を

建
設
し
、
此
を
絶
封
知
に
必
然
的
な
媒
介
と
し
た
コ
精
紳
現
象
學
は
か
か
る
粗
篭
か
ら
絶
甥
へ
通
路
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
周
様
の
事
が

品
等
の
申
に
於
い
て
も
繰
返
し
問
題
と
さ
れ
て
居
る
。
大
乗
塞
単
な
る
も
の
は
、
一
切
の
差
別
を
寄
生
す
る
無
差
別
で
あ
る
と
読
か
れ
る
。

一
切
の
相
…
封
を
超
越
す
惹
故
に
か
か
る
無
差
別
・
察
は
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
絶
…
封
と
麹
期
す
る
と
言
ふ
事
も
馬
耕
よ
う
。
事
資
、
察
槻
の
一

慮
の
完
成
蔚
で
あ
る
紅
樹
に
封
漉
し
て
居
る
と
考
へ
ら
れ
、
細
密
…
観
派
と
野
立
し
た
唯
識
學
派
に
よ
っ
て
其
後
更
に
そ
の
敏
詮
を
一
贋

深
化
展
開
せ
ら
れ
た
解
深
密
経
i
此
経
は
、
問
題
史
的
に
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
手
立
が
大
智
無
論
以
後
の
も
の
で
あ
る
事
は
明
で
あ

る
（
小
野
樽
士
佛
書
解
醗
大
系
）
。
一
斗
嚢
二
相
・
m
肇
に
ぱ
達
リ
ン
グ
的
絶
注
脚
に
酷
し
て
へ
差
ル
的
な
批
制
が
下
さ
些
、
削
る
。
唯
識
學

派
が
意
回
し
た
審
も
棚
機
と
亭
々
と
の
媒
介
を
察
槻
の
地
盤
の
上
に
建
設
す
る
事
で
あ
っ
匠
。
而
し
て
此
暴
は
、
塞
掘
そ
の
も
の
が
充
分

展
開
し
て
居
な
か
つ
允
と
は
嘗
へ
、
無
回
し
て
居
た
事
で
は
な
か
っ
た
。
蓋
し
、
軍
に
密
封
と
封
立
す
る
絶
勤
は
、
此
の
封
立
の
故
に
相

封
に
聾
し
、
碑
杷
…
封
と
し
て
の
翼
の
整
…
柵
を
螢
托
す
る
事
が
出
軍
な
い
。
故
に
龍
樹
に
於
い
て
も
、
…
絶
…
封
知
識
勝
義
諦
…
第
一
義
諦
V
を
柑
謝

知
（
世
俗
…
諦
）
と
媒
介
せ
ぬ
ば
な
ら
ぬ
事
が
張
即
せ
ら
れ
た
。
龍
樹
の
凶
旅
邸
設
と
書
ひ
假
…
と
一
蕎
ふ
も
の
は
か
か
る
…
勝
晶
義
諦
が
、
世
俗
…
諦
…
に
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廻
心
返
照
せ
ら
れ
、
勝
義
諦
が
自
巳
を
世
俗
諦
に
於
い
て
「
知
ら
し
め
し
「
煙
し
出
し
て
」
行
く
輩
あ
る
と
雷
ふ
。
龍
樹
が
困
施
設
に

十
二
支
縁
起
や
六
波
羅
密
を
考
へ
て
居
る
と
す
れ
ば
、
此
の
十
二
支
縁
起
が
生
死
老
病
の
入
闇
の
現
存
在
を
無
明
の
費
存
的
深
淵
に
ま
で

堀
り
下
げ
て
自
　
組
し
、
自
畳
に
よ
っ
て
解
脆
し
て
行
く
過
程
で
あ
り
、
六
波
羅
密
が
般
若
波
羅
密
（
絶
…
封
知
－
到
達
彼
岸
知
）
に
達
す
る

六
段
階
で
あ
る
敏
に
、
因
施
設
と
は
｛
示
敏
的
精
華
の
自
己
内
化
の
過
程
で
あ
る
鎭
は
明
で
あ
ら
う
。
因
施
設
、
假
（
名
）
が
如
上
の
意
義

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
腿
で
は
廻
書
返
照
せ
ら
れ
掩
勝
義
諦
の
光
が
、
世
俗
諦
の
行
く
道
を
照
し
示
し
此
を
導
び
き
引
き
上
げ
つ
つ
あ
る

事
は
明
な
事
柄
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
勝
義
諦
が
へ
τ
ゲ
ル
に
於
て
は
、
我
々
（
哲
學
者
、
縄
…
封
智
）
に
…
愛
し
て
し
と
呼
ば
れ
、
激
俗

諦
が
「
意
識
に
辞
し
て
」
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
要
し
て
此
の
世
俗
諦
よ
れ
勝
義
諦
へ
の
通
路
が
施
設
せ
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
勝
義
諦

も
勝
義
諦
と
し
て
の
意
義
を
始
め
て
完
了
す
る
。
　
此
の
事
を
示
す
竜
の
が
龍
樹
の
寮
假
中
の
三
諦
（
大
州
度
論
勧
晶
第
＋
二
）
で
あ
る
。
　
室
假
中
の
三
諦

園
融
の
…
關
係
を
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
學
・
精
聯
現
三
楽
・
エ
ン
チ
ク
ロ
ペ
デ
イ
の
推
論
の
推
論
式
の
…
關
係
に
宛
ら
の
具
騰
…
的
な
姿
に
於
い

て
展
開
す
る
爲
に
は
、
後
微
の
天
盛
の
洞
察
が
必
要
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
　
か
か
る
立
場
は
既
に
龍
樹
の
裡
に
即
膚
的
に
存
在
し
て
居
允

と
云
へ
よ
う
註
一
。

韮
砦
部
分
、
及
び
後
の
唯
識
馨
山
塞
驕
三
、
は
、
私
笛
客
先
雀
「
中
饗
伽
蕪
の
壁
画
意
警
旧
い
こ
（
蕾
碍
二
八
八
號
）
及
び
醐
じ

　
　
　
　
立
揚
に
あ
る
と
私
に
は
考
へ
ら
れ
た
尾
長
雅
人
氏
の
「
空
義
よ
リ
三
差
虎
へ
」
（
幹
禦
　
玉
○
號
）
に
教
へ
ら
れ
た
所
が
多
い
。

　
そ
し
て
か
か
る
絶
謝
払
仙
相
…
封
と
の
蘭
係
は
、
黒
星
佛
敏
に
於
て
も
見
失
は
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
蓋
し
大
乗
佛
教
の
自
礪
利
他
闘
満
…
を

成
就
し
、
・
賢
現
す
る
事
が
欝
的
で
あ
る
此
佛
敏
に
於
い
て
は
、
此
關
係
は
欝
然
つ
ね
に
顧
慮
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
允
。

　
支
配
佛
敏
の
特
色
と
碧
い
ふ
べ
き
響
応
と
翼
實
と
の
關
係
を
（
故
に
灘
俗
諦
と
勝
義
諦
と
の
…
遠
浅
を
）
明
に
す
る
爲
の
敏
糟
制
繹
は
、

　
　
　
　
三
願
韓
入
に
就
い
て
（
承
飼
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
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暫
學
研
鑑
　
第
二
再
九
十
…
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
つ
　
　
や
　
　
ロ

精
紳
現
象
學
の
意
義
を
祷
ふ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
し
て
澤
土
筆
賢
に
饗
す
る
方
便
化
身
土
は
、
親
欝
の
場
含
、
彼
の
著
名
な
二
讐
四
璽

の
血
判
の
骨
絡
…
に
、
彼
の
｛
示
敏
賠
償
購
…
、
の
血
肉
を
思
ふ
存
分
に
撫
え
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
我
々
が
、
佛
敏
の
傳
承
に
よ
る
假
（
名
）
の
特

殊
な
一
具
膿
化
で
あ
る
此
化
身
土
巻
に
、
宗
敏
駒
精
紳
の
現
象
學
を
獲
諭
し
、
顯
紅
熱
密
の
概
念
を
以
上
の
如
く
解
す
る
寓
は
、
少
し
亀

無
理
な
事
柄
で
は
な
い
。
，

　
さ
て
以
上
の
如
ぎ
顯
彰
賑
密
の
理
解
を
、
更
に
次
の
順
序
で
詳
解
し
よ
う
。
ω
顯
彰
隠
塘
の
存
在
す
る
概
無
量
隷
維
に
は
、
精
紳
現
蒙

二
極
構
造
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
、
⑭
三
願
樽
入
、
（
方
便
化
身
田
面
）
が
現
象
學
的
構
造
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
顯
彰
隠
密
は
、

此
巻
全
盤
に
通
す
る
原
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
は
口
に
於
い
て
、
親
無
量
枕
経
の
糊
想
と
道
徳
と
の
問
題
を
悪
騒
し
つ
つ
、
ω
の

問
題
を
解
明
し
よ
う
。
そ
し
て
日
に
於
い
て
三
．
願
に
封
憾
す
る
槻
無
量
毒
維
、
阿
彌
…
陀
経
、
無
量
壽
経
の
三
幅
の
顯
彰
謄
驚
の
關
係
を
親

聯
附
が
如
何
に
考
へ
た
か
を
略
論
し
よ
う
。
此
の
三
面
の
顯
醒
際
密
の
問
題
は
、
後
蓮
す
る
如
く
糊
無
量
脚
瀞
維
の
三
心
と
、
阿
彌
陀
維
の
一

心
と
、
大
無
量
簿
維
の
三
囲
と
の
隠
州
を
・
聖
心
の
課
題
と
し
て
居
る
（
穴
翫
…
鷲
左
台
℃
…
畠
）
。
　
故
に
㈲
の
問
題
は
、
　
此
を
詳
細
に
考
へ
る
爲
に
は
、

結
局
圃
嚢
の
槻
無
量
細
身
の
三
心
の
顯
彰
騒
霧
の
意
義
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
事
か
ら
出
翻
し
蕊
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
叉
親
無
量
潔
経
の
三

心
を
顯
彰
隙
轡
的
に
理
解
す
れ
ば
、
輩
に
十
九
願
の
み
な
ら
す
、
心
願
壼
髄
の
骨
組
を
も
大
要
理
解
す
る
事
が
出
熱
る
。

　
口
顯
彰
隠
密
に
よ
る
観
無
量
壽
灘
の
現
象
學
的
遍
羅
　
さ
て
…
観
無
量
壽
経
噛
に
と
か
れ
る
槻
想
と
は
如
何
な
る
竜
の
で
あ
ら
う
か
。
繋
の

章
提
希
の
．
願
ぴ
に
慮
じ
て
佛
は
槻
想
の
仕
方
を
論
き
は
じ
め
る
。

「
佛
掌
提
希
に
告
た
ま
は
く
、
汝
及
び
衆
生
當
に
心
を
専
ら
に
し
、
念
を
一
議
に
懸
け
て
、
西
方
を
想
ふ
べ
し
。
如
何
が
想
を
作
す
。
凡

そ
想
を
飛
す
と
は
、
　
一
切
衆
生
生
官
に
論
ず
よ
り
は
、
有
頃
之
徒
、
麗
日
波
を
見
よ
。
常
に
想
念
等
し
て
正
坐
西
向
し
て
諦
に
臼
を
競



　
　
じ
て
心
を
し
て
堅
魚
な
ら
し
め
て
想
を
專
ら
に
し
て
移
ら
ざ
れ
。
田
の
波
せ
ん
と
欲
し
て
懸
鼓
を
懸
け
売
る
が
如
く
な
る
を
見
る
べ
し
。

　
　
既
に
日
を
見
る
事
を
己
り
て
慰
を
閉
づ
惹
竜
、
目
を
開
く
も
、
皆
明
瞭
な
ら
し
め
よ
。
是
を
口
留
と
な
し
名
け
て
初
概
と
云
ふ
。

　
　
　
次
に
水
想
を
作
せ
。
　
水
の
撒
清
な
る
を
見
て
明
僚
に
し
て
分
散
意
な
か
ら
し
め
よ
。
既
に
水
を
見
已
り
な
ば
、
當
に
泳
想
を
起
す
べ

　
　
し
。
泳
の
映
徹
せ
る
を
見
て
瑠
璃
の
想
を
作
せ
。
髭
想
を
成
じ
己
り
な
ば
瑠
璃
地
の
内
外
眺
撫
せ
る
を
見
よ
し
瑠
璃
の
大
地
の
底
に
七
寳

　
　
　
の
金
橦
が
あ
っ
て
、
此
大
地
を
繋
げ
な
が
ら
、
悲
心
の
藏
月
の
如
く
に
燈
っ
て
屠
る
様
を
見
よ
。
大
地
の
上
に
亀
虚
室
に
も
、
檬
み
の
費

　
　
玉
の
飾
が
華
の
如
く
、
星
や
月
の
如
く
に
輝
く
の
で
あ
る
Q
以
上
が
第
二
親
で
あ
る
。
次
に
賓
樹
が
あ
り
、
費
池
が
あ
る
。
蓮
華
の
佛
坐

　
　
が
あ
り
、
紫
金
の
光
ま
ば
ゆ
き
阿
彌
陀
佛
、
二
世
背
、
大
勢
至
菩
薩
が
居
ま
す
。
・
：
：
・
印
度
的
な
想
像
も
及
ば
な
い
や
う
な
、
飛
大
な

　
　
而
竜
王
難
し
た
縮
巻
物
が
展
開
せ
ら
れ
る
。
我
々
は
此
以
上
立
ち
入
っ
て
叙
逃
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ら
う
。
と
こ
ろ
で
注
意
し
て
居
る

　
　
と
、
此
の
諾
々
な
彼
岸
の
世
界
の
蕪
嚴
の
中
で
、
「
鼓
を
懸
け
允
る
が
如
き
夕
ぼ
」
が
、
瓜
蝿
は
億
干
の
日
の
輝
き
の
張
さ
に
於
い
て
、
他

　
　
の
時
は
星
や
月
の
淡
さ
に
於
い
て
、
　
絶
え
ず
繰
り
返
し
繰
り
返
し
位
階
を
憂
へ
つ
つ
宛
も
そ
れ
が
金
髄
の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
か
の
如
く

　
　
に
、
現
は
れ
て
來
一
る
の
に
留
意
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
の
初
観
の
賦
想
親
は
、
最
後
の
十
六
槻
に
於
い
て
、
死
の
瞬
閥
に
「
沼
牛
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
サ

　
　
に
し
て
其
の
入
の
前
に
彼
ま
る
一
挙
の
來
迎
の
姿
と
し
て
、
も
う
一
度
印
象
約
に
語
ら
れ
て
居
る
。
槻
無
量
簿
経
に
と
か
れ
て
居
る
一
切

　
　
の
錯
雑
せ
る
様
々
な
親
想
の
志
向
の
作
用
綜
舎
（
心
理
的
槻
念
聯
想
的
な
綜
合
で
は
あ
る
が
）
を
、
我
汝
は
其
の
基
底
に
還
し
て
、
初
親

　
　
な
る
日
想
概
の
原
始
領
域
に
於
い
て
考
察
す
る
事
と
し
よ
う
。

　
　
　
特
に
印
度
的
な
風
土
の
下
に
於
い
て
、
落
日
が
如
何
な
る
興
想
に
誘
ふ
竜
の
で
あ
る
か
を
我
々
は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
容
易
に
想
像

　
　
出
物
る
購
は
、
驚
く
が
如
き
蔚
中
の
苦
し
さ
と
、
夜
の
死
の
闇
黒
の
境
界
に
あ
っ
て
、
夕
は
憩
の
一
時
で
あ
る
審
で
あ
る
。
生
活
の
苦
簡

19る
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
聴
入
に
就
い
て
（
承
鋳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
九
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@
　
　
　
　
哲
攣
研
究
錦
二
頁
九
＋
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼠
0

5　
　
に
さ
な
が
ら
の
埃
っ
ぽ
い
萎
え
た
烈
臼
の
下
の
森
羅
萬
・
・
象
は
、
遽
っ
て
來
る
闇
の
裡
に
吸
は
れ
て
了
ひ
、
美
し
き
翠
陰
を
稽
び
允
世
界
に

　
　
は
、
緑
の
色
が
清
涼
の
風
に
息
づ
き
つ
つ
く
っ
き
り
と
映
え
て
浮
ぶ
。
夕
は
絡
霊
的
な
一
時
で
あ
る
。
夜
に
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
悪
鰍

　
　
毒
蛇
が
身
邊
に
迫
っ
て
潤
る
死
の
職
慷
が
あ
る
。
夕
が
此
の
二
つ
の
苦
の
領
域
を
限
界
す
る
忽
ち
に
渦
…
ぎ
さ
る
一
時
で
あ
る
と
云
ふ
事
が

　
　
我
々
の
憧
憬
を
か
き
立
て
る
。
詩
想
の
翼
を
駆
っ
て
落
厩
を
追
跡
し
煙
い
と
願
つ
允
フ
ァ
ウ
ス
｝
の
嘆
き
程
で
は
な
く
と
も
、
若
し
心
灘

　
　
な
る
口
書
、
專
念
に
夕
臼
を
な
が
め
る
者
は
、
誰
し
も
憧
憬
が
胸
に
疹
く
の
を
感
ず
る
築
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
か
か
る
騰
験
の
一
段
と
張

　
　
烈
な
る
も
の
を
口
想
槻
と
す
れ
ば
、
此
憧
憬
的
志
向
作
用
に
於
い
て
は
こ
の
作
用
そ
の
も
の
が
封
象
と
融
合
し
此
と
一
型
と
な
っ
て
農
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
あ
べ

　
　
事
を
懲
明
で
あ
る
。
繋
象
は
落
日
で
あ
り
、
落
日
の
浸
し
て
行
く
美
し
き
彼
岸
の
母
界
で
あ
る
。
志
向
作
用
は
、
詩
想
的
、
唯
美
的
熱
情

　
　
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
此
岸
的
な
欲
求
で
は
な
い
。
埃
っ
ぽ
い
熱
つ
い
現
継
的
惜
熱
と
勢
比
す
れ
ば
、
夕
日
の
輝
き
と
一
つ
で
あ
る
冷
か
な

　
　
る
熱
溝
と
で
も
需
ふ
べ
き
も
の
が
確
に
そ
こ
に
存
在
す
る
。
現
世
的
惰
熱
か
ら
は
絶
叢
的
に
抽
象
せ
ら
れ
允
美
し
き
憧
憬
の
熱
構
が
、
夕

　
　
欝
の
裡
に
融
け
入
り
つ
つ
、
夕
賦
と
共
に
燃
え
上
り
、
薬
園
と
我
々
を
落
日
の
彼
方
の
世
界
へ
将
し
去
る
。
更
に
此
の
悦
惚
に
ま
と
ひ
つ

　
　
く
感
触
を
反
省
す
る
と
す
れ
ば
、
明
に
我
汝
は
愛
の
二
の
苦
の
領
域
（
生
へ
の
倦
怠
、
死
へ
の
不
安
）
が
、
匂
の
如
く
に
此
の
志
向
作
用

　
　
の
内
に
立
ち
こ
め
、
此
を
裏
づ
け
、
燃
え
六
慣
し
め
て
居
る
事
を
知
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
親
無
量
壽
麗
が
褒
起
筆
で
激
へ
禿
も
の
は
、
正
し
く
章
提
希
の
か
く
如
き
憂
愁
で
あ
っ
た
。
掌
提
希
の
生
へ
の
倦
怠
（
厭
離
械
土
の
戴

　
　
分
）
は
、
切
賢
な
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
居
る
。
死
の
不
安
は
、
此
所
で
は
表
現
さ
れ
て
居
な
い
が
、
現
世
否
定
の
氣
分
そ
の
も
の
が
翫
に

　
　
死
の
恐
怖
と
一
腱
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
王
妃
の
耳
蝉
を
一
朝
に
し
て
奪
は
れ
、
悪
子
の
爲
に
投
獄
せ
ら
れ
た
彼
女
の
不
幸
な
運
命
を
逓

　
　
じ
て
、
現
韓
そ
の
竜
の
の
否
定
に
ま
で
堕
す
る
爲
に
は
、
　
一
方
に
於
て
は
、
彼
女
の
思
惟
が
個
六
の
も
の
に
署
す
る
絶
墓
の
痛
み
を
、
現
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姫
そ
の
竜
の
に
ま
で
鑛
達
す
る
熱
情
的
な
弾
力
を
も
つ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
他
方
又
、
死
の
不
安
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
（
「
人
聞
は
だ
だ
死
に
よ
っ
て
の
み
一
切
の
現
世
的
な
る
も
の
を
劒
載
せ
ら
れ
う
る
。
そ
の
限
り
人
間
は
允
だ
死
に
封
ず
る
不
安
の
に

於
て
の
み
現
世
的
な
る
も
の
一
般
に
絶
望
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
允
だ
現
世
的
な
る
或
物
に
就
い
て
絶
整
し
う
る
の

み
で
あ
る
」
故
に
。
）
そ
れ
程
持
っ
て
同
つ
尭
議
論
を
し
な
く
と
も
、
來
迎
の
問
題
i
死
の
不
安
1
が
観
無
量
欝
経
の
中
心
の
課
題
で

あ
る
事
、
及
び
親
無
量
簿
経
的
な
観
想
・
道
徳
と
、
死
の
不
安
と
が
本
質
的
…
關
聯
に
あ
る
こ
と
に
就
い
て
、
我
々
は
既
に
此
を
論
じ
元
。

而
し
て
観
無
量
霊
感
的
な
構
想
、
道
徳
の
転
結
が
掌
提
希
で
あ
る
。
磯
起
序
に
於
け
る
王
下
城
の
悲
劇
の
生
蕃
と
し
た
骸
蓮
の
後
で
、
掌

提
希
の
愚
瘍
に
近
い
繊
悔
の
告
白
を
目
蓋
観
に
懸
縛
し
て
行
く
あ
掩
り
の
、
此
経
の
作
者
の
盗
れ
て
居
る
豊
か
な
詩
想
は
注
意
す
べ
き
竜

の
で
あ
ら
う
。
が
更
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
槻
無
量
諄
維
が
印
度
的
冥
想
的
構
想
的
宗
敏
を
日
想
槻
な
る
形
態
で
論
き
出
し
元
と
云
ふ
事

で
あ
る
。
若
し
（
擬
想
的
）
宗
敏
的
志
｛
囲
作
用
の
…
徴
表
を
ω
そ
の
志
向
の
世
界
超
越
性
、
働
た
だ
紳
的
な
る
も
の
に
よ
っ
て
の
み
充
盗
ぜ

ら
る
る
事
、
㈲
自
己
を
開
示
し
、
自
己
を
附
興
す
る
紳
的
性
絡
…
の
存
在
者
を
ひ
だ
す
ら
に
受
容
す
る
、
等
で
歎
ぴ
あ
ら
は
し
、
紳
的
な
る

竜
の
を
薗
己
存
在
的
・
永
漢
讃
（
蟄
O
帥
O
昆
虫
ゆ
9
ロ
自
）
、
聖
、
等
と
規
定
し
、
そ
れ
と
随
絆
的
に
圭
観
の
虚
無
の
経
験
、
聖
の
陶
酔
的
感
動
を
學

げ
る
と
す
れ
ば
（
シ
ェ
ー
ラ
ー
）
、
か
か
る
宗
敷
的
志
向
作
用
の
本
質
的
な
る
も
の
は
、
此
世
な
ら
ぬ
夕
陽
を
う
ち
な
が
む
る
欝
想
凝
の
裡

に
こ
と
ご
と
く
肝
胆
在
す
る
と
雷
っ
て
よ
い
。
親
無
且
鉱
講
経
の
成
立
は
、
　
比
較
的
後
期
の
毒
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
居
る
。
二
野
・
法
華
等

「
大
飛
州
等
維
翻
し
の
最
も
印
度
的
な
る
宗
敏
の
域
立
以
後
で
あ
る
事
は
明
で
あ
る
。
　
既
に
無
量
毒
経
が
豫
想
す
る
「
華
嚴
三
昧
」
等
の

思
惟
の
根
本
性
格
を
恐
ら
く
貫
想
槻
蘭
に
理
解
し
た
の
で
あ
ら
う
槻
無
量
壽
経
の
此
の
猫
自
の
硯
黙
に
よ
っ
て
、
既
輕
‘
が
懸
想
の
領
域
か

ら
避
徳
の
領
域
へ
、
遊
徳
の
領
域
か
ら
極
重
悪
の
自
畳
と
本
願
に
よ
る
救
濟
の
問
題
へ
と
、
次
第
に
｛
示
渤
的
蟹
存
の
唐
畳
を
深
め
て
行
く

　
　
　
　
　
三
脚
西
入
に
就
い
て
（
承
蔚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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五
鳳

「
現
象
學
煙
し
な
構
燈
を
威
立
せ
し
め
る
菓
が
出
身
允
。
槻
無
量
瀞
経
は
、
日
想
槻
を
基
礎
と
し
て
次
第
に
志
向
作
用
の
綜
合
を
つ
み
な

が
ら
、
却
・
つ
て
か
か
る
槻
想
の
世
界
（
定
善
）
か
ら
、
道
穗
の
世
界
（
散
善
）
へ
と
移
行
し
て
行
く
。
併
し
、
表
面
の
文
意
に
於
い
て
は
、

観
想
と
倫
理
の
閣
桝
係
も
、
又
共
等
と
極
重
悪
と
本
願
の
救
濟
と
の
聯
關
も
、
充
分
明
と
は
雷
ひ
切
れ
な
い
。
客
思
駒
に
観
察
す
れ
ば
、
観

無
量
壽
経
は
槻
想
的
宗
敏
の
段
階
に
あ
り
な
が
ら
、
倫
理
的
宗
敏
を
、
更
に
大
慈
悲
の
宗
敏
を
暗
示
し
て
居
る
と
臓
ふ
べ
き
で
あ
ら
う

か
。
或
は
せ
い
ぜ
い
此
等
の
宗
激
形
態
を
愚
挙
的
宗
敏
に
溶
接
し
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
宗
敏
的
費
存
へ
の
傾
向
が
存
在

す
る
者
に
と
っ
て
は
、
此
の
暗
示
の
方
向
は
見
夫
は
れ
な
か
つ
π
。
智
頻
や
萱
葺
等
の
支
那
佛
敏
哲
學
の
第
一
人
者
達
に
此
纏
の
疏
を
製

作
せ
し
め
た
も
の
も
又
か
か
る
事
情
で
あ
っ
允
で
あ
ら
う
◎
併
し
、
翼
に
追
送
心
的
立
場
か
ら
の
閥
黙
が
、
此
等
の
疏
と
異
る
所
は
、

全
く
此
の
顯
で
な
い
倫
理
的
宗
敏
の
立
場
を
極
重
罪
の
自
難
を
通
じ
て
慈
悲
の
薬
勝
に
ま
で
徹
底
せ
し
め
つ
つ
端
的
に
此
を
標
榜
し
允

黙
．
に
存
在
す
る
。
生
死
の
問
題
を
解
脆
智
に
よ
っ
て
解
く
事
を
意
識
し
た
立
場
に
…
聾
し
て
、
倫
理
の
究
極
の
画
題
で
あ
る
極
重
悪
の
自
発

を
大
慈
悲
の
本
願
に
よ
っ
て
即
せ
ん
と
し
允
厨
に
、
此
の
宗
激
的
立
場
の
前
者
に
封
ず
る
決
定
的
飛
躍
乃
至
深
化
が
存
在
す
る
と
言
っ
て

よ
い
。
此
の
倫
理
的
な
親
無
量
諄
経
の
解
樺
が
如
侮
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
四
に
於
い
て
善
媒
の
槻
鯖
略
押
瀞
維
の
三
心
理
を
解
明
し
つ

つ
明
に
す
る
。
我
汝
は
今
、
此
所
で
は
次
の
事
を
注
意
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。
黙
想
的
宗
教
の
立
場
に
於
い
て
は
、
信
は
一
切
の
修
行
の

前
段
階
で
あ
る
。
信
は
一
切
の
修
行
を
な
す
爲
の
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
心
の
厭
態
と
し
て
、
．
尊
ば
れ
は
す
る
が
、
又
輩
に
豫
備
的
な
る

も
の
と
し
て
必
然
的
に
軽
く
あ
し
ら
は
れ
る
。
此
の
際
に
は
信
の
表
現
と
し
て
の
念
佛
も
又
か
か
る
意
義
に
於
い
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
例

へ
ば
風
信
論
の
念
佛
は
か
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
拠
。
此
に
封
し
て
倫
理
を
通
じ
て
愛
に
ま
で
徹
底
し
丸
宗
敏
に
と
っ
て
は
、
信
は
宗
敏

の
機
微
を
、
最
後
に
し
て
最
初
の
亀
の
を
表
現
す
る
唯
一
の
雷
葉
で
あ
る
。
故
に
か
か
る
信
…
の
表
現
と
し
て
の
念
佛
は
、
　
一
切
の
難
行
難



　
　
修
と
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の
關
係
に
立
つ
。
法
然
が
窯
元
し
て
止
ま
な
か
つ
驚
慶
立
の
念
佛
や
、
親
驚
が
島
び
と
の
揮
び
捨
つ
と
解
し
距

　
　
選
撰
本
願
の
真
青
は
、
か
か
る
宗
敏
の
最
後
の
立
場
を
信
に
獲
見
し
穴
念
佛
で
あ
る
。
都
遷
に
宗
敏
的
賢
存
と
糊
想
的
宗
敏
哲
學
者
と
の

　
　
制
然
と
し
た
差
異
が
存
在
す
る
。
前
者
は
、
法
然
の
如
く
に
、
此
経
に
迫
ら
れ
て
、
宗
敏
的
決
臨
を
行
ひ
、
選
擦
本
願
の
念
佛
に
「
決
定

　
　
し
て
し
蔭
己
の
身
心
を
投
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
か
か
る
馬
験
が
階
調
と
散
善
と
に
中
和
的
翠
蓋
的
態
度
を
取
る
事
を
許
さ
な
い
の

　
　
は
営
然
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
の
立
場
で
は
法
然
の
如
く
に
観
経
の
定
論
の
二
善
は
「
篤
し
て
念
写
に
期
せ
し
め
ん
が
爲
に
論
く
」
と
す
る

　
　
か
、
或
は
親
轡
…
の
如
く
に
、
観
経
の
定
散
の
無
籍
は
、
自
己
の
既
往
に
止
揚
し
て
來
た
宗
敏
的
盤
験
の
諸
段
階
と
し
て
、
此
を
宗
敏
的
精

　
　
融
「
の
現
象
學
的
構
…
造
に
於
い
て
理
解
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
後
者
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
…
階
は
、
宗
…
敏
論
叢
・
験
が
そ
の
立
場
に
止
っ
て

　
　
居
る
衡
は
、
学
理
の
確
信
を
有
す
る
竜
の
で
あ
っ
が
が
、
今
や
宗
敏
的
決
断
の
深
き
櫨
験
を
得
る
に
到
っ
て
は
堂
然
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら

　
　
な
く
な
つ
掩
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
等
等
の
否
定
さ
れ
た
盤
験
も
、
此
頂
上
に
蓮
す
る
爲
に
古
く
事
の
患
來
ぬ
一
歩
澄
々
で
あ
っ
た
。
故

　
　
に
そ
の
一
歩
は
未
だ
達
せ
ぬ
者
に
は
鋤
鋤
さ
れ
ね
ば
な
ら
す
、
達
し
了
つ
た
者
に
は
、
止
揚
（
慶
立
）
が
岨
説
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の

　
　
二
の
立
場
の
差
異
が
帥
ち
顯
彰
際
密
で
あ
る
。
法
然
親
鷺
の
見
解
は
共
に
同
様
の
宗
数
的
壁
験
を
出
漏
彼
黙
と
す
る
。
但
親
無
量
簿
経
の
解

　
　
羅
と
し
て
は
、
此
経
が
轟
轟
の
こ
善
を
…
勧
鋤
し
て
屠
る
の
で
あ
る
か
ら
、
客
槻
的
に
見
れ
ば
散
れ
も
張
辮
で
あ
る
に
せ
よ
、
後
者
の
方
が

　
　
　
一
居
維
そ
の
も
の
に
適
切
で
あ
る
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
親
灘
に
よ
れ
ば
、
「
繹
家
の
意
に
煮
て
無
量
瀞
佛
観
経
を
按
ず
れ
ば
、
顯
彰
隙
密
の
義
あ
り
。
顯
と
需
ふ
鳳
、
定
善
散
善
を
顯
し
、
三
輩

　
　
三
心
を
開
く
。
然
る
に
二
善
三
輻
は
報
土
の
翼
因
に
非
す
。
諸
機
の
三
心
は
自
半
影
塒
に
し
て
利
他
の
一
心
に
諭
す
。
如
來
異
の
方
便
析

　
　
慕
滞
土
の
善
根
な
り
。
是
は
経
の
意
也
。
即
是
顯
之
義
也
。
彰
と
嘗
ふ
は
、
如
來
の
弘
願
を
隣
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
蓬
多

鵬
　
　
三
轟
入
続
い
て
（
董
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
灘
三
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閣
微
の
悪
磁
に
隔
て
繹
迦
微
雨
の
素
懐
を
彰
す
。
章
提
希
別
選
の
正
意
に
因
て
彌
…
陀
大
悲
の
本
願
を
開
蘭
…
す
、
斯
乃
此
維
の
隙
彰
の
義

也
。
」
（
獣
鉾
肱
）
と
言
ぴ
又
、
写
れ
ば
、
光
明
曾
和
欝
の
軽
く
然
に
娑
婆
の
化
圭
（
繹
奪
）
其
の
講
に
因
る
が
故
に
宇
土
の
要
門
を
慶
門

し
、
安
樂
の
能
人
（
彌
陀
如
來
）
別
意
の
弘
願
を
顯
癒
す
。
壮
麗
の
．
要
門
と
は
此
親
経
の
定
散
二
門
是
也
。
定
は
即
へ
慮
を
息
め
て
以
て
心
を

疑
す
。
散
は
即
悪
を
慶
し
て
善
を
修
す
。
此
二
行
を
廻
し
て
往
生
を
求
願
せ
ま
と
な
り
。
弘
願
と
云
ふ
は
、
大
経
の
論
の
潔
し
。
」
（
八
粛
嘉
鱒
の
）

と
云
ふ
の
が
、
　
親
無
量
諄
経
風
脚
の
見
通
し
で
あ
る
。
　
そ
し
て
、
親
無
量
隷
経
に
設
か
れ
て
居
る
「
定
善
は
槻
を
示
す
縁
也
し
で
あ
っ

て
、
息
慮
凝
心
の
親
想
一
般
が
、
臼
想
親
を
至
親
と
す
る
色
想
親
を
…
縁
と
し
て
と
か
れ
て
居
る
。
親
輪
鷲
は
未
燈
抄
一
、
の
申
に
、
槻
想
貌

有
念
と
無
念
と
に
分
類
し
て
居
る
。
有
学
と
は
、
「
い
う
か
た
ち
を
お
も
ふ
に
に
つ
き
て
嘗
ぴ
、
」
無
念
と
は
、
「
形
を
こ
㌧
う
に
か
け
す
、

色
を
こ
玉
う
に
お
も
は
す
し
て
、
念
・
も
な
き
を
い
ふ
な
り
し
と
云
っ
て
居
る
。
有
念
と
は
此
勝
に
言
ふ
色
血
糊
…
の
事
で
あ
る
。
我
汝
も
叉

無
想
一
般
の
原
始
的
性
格
を
芝
露
か
直
読
的
色
想
槻
的
と
考
へ
る
。
次
に
「
散
善
は
行
を
熱
す
縁
な
り
」
で
あ
っ
て
、
慶
悪
修
善
の
行
倫

理
の
一
般
が
敬
善
を
縁
と
し
て
説
か
れ
て
居
る
。
散
善
は
、
行
者
の
九
分
類
に
よ
る
徳
匿
の
羅
列
の
う
ち
に
、
大
乗
・
小
乗
、
世
閥
の
善

を
列
墨
し
て
居
る
故
に
、
行
倫
理
一
般
が
此
所
に
語
ら
れ
て
漁
る
と
考
へ
て
よ
い
。

　
「
然
る
に
常
常
の
凡
愚
、
定
心
修
し
難
し
。
息
慮
疑
心
の
故
に
。
散
心
行
じ
難
し
。
慶
悪
修
善
の
故
に
。
是
を
以
て
立
相
佳
心
（
色
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
ひ

親
）
画
廊
じ
難
き
が
故
に
、
從
千
年
の
謬
を
盤
す
と
も
法
眼
未
だ
曾
て
開
け
す
と
雷
へ
り
。
何
か
に
況
ん
や
無
相
叡
慮
（
無
念
）
誠
に
得
難

　
　
　
　
　
　
ぼ
る

し
。
故
に
如
來
懸
か
に
末
代
罪
濁
の
凡
夫
を
志
し
め
す
に
、
立
相
住
心
術
得
る
事
能
は
す
。
何
か
に
況
ん
や
、
相
を
離
れ
て
而
し
て
事
を

求
む
る
は
、
術
通
無
き
入
の
室
に
黒
し
て
舎
を
立
つ
る
が
如
し
と
言
へ
抄
。
し
（
＋
六
右
－
六
ホ
矯
一
《
o
）
故
に
親
爺
の
概
経
に
勤
す
る
結
論
は
、
　
「
爾
れ

ば
、
織
れ
榜
…
三
和
術
（
源
信
）
の
解
義
を
按
ず
る
に
、
紫
黒
誘
黒
門
の
中
に
、
第
十
八
願
は
別
襲
業
の
拠
願
な
り
と
。
…
観
維
定
散
の
細
諮
…
磯
楚
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極
重
悪
人
唯
構
彌
陀
と
鋤
適
し
九
ま
へ
り
。
濁
世
の
道
俗
善
く
自
ら
巳
が
能
を
思
量
せ
よ
と
。
し
る
べ
し
し
（
六
窟
奮
。
。
）
と
云
ふ
の
語
に
鑑
き

る
。
凝
糠
南
毒
経
の
善
散
の
二
善
は
、
「
如
來
、
異
の
方
便
析
慕
潭
土
の
善
根
で
あ
夢
」
（
六
血
奮
燈
）
其
等
は
衆
生
の
機
根
に
慮
じ
て
説
か
れ
允

給
の
で
あ
る
一
例
へ
ば
経
の
は
じ
め
の
「
如
是
し
の
宇
の
意
義
を
解
し
て
善
導
が
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
の
竜
親
灘
に
よ
れ
ば
そ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
も

で
あ
る
。
　
「
又
如
是
と
雷
ふ
は
、
部
ち
如
は
法
を
指
す
。
定
散
二
門
の
法
也
。
是
と
は
定
む
る
欝
な
り
。
機
行
す
れ
ば
必
ず
釜
す
。
此
は

如
來
所
論
の
言
錯
謬
無
き
こ
と
を
明
す
。
故
に
如
是
と
名
づ
く
。
叉
如
と
云
ふ
は
、
衆
生
の
意
の
如
し
。
心
の
研
樂
に
随
っ
て
佛
即
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

度
し
給
ふ
。
機
敏
相
通
せ
る
を
又
穂
し
て
是
と
噛
す
。
故
に
如
是
と
雷
ふ
。
叉
如
是
と
言
ふ
は
、
如
來
の
所
読
を
明
さ
ん
と
欲
す
。
漸
を

轟
く
こ
と
漸
の
如
く
、
頓
を
一
説
く
こ
と
、
頓
の
如
く
、
相
を
岨
説
く
こ
と
相
の
如
く
：
：
一
切
法
を
蝋
説
く
こ
と
千
差
萬
別
な
り
。
如
來
の
観

知
歴
々
了
然
と
し
て
、
心
に
随
っ
て
行
を
起
し
て
、
声
高
釜
す
る
こ
と
同
か
ら
す
。
平
気
法
然
と
し
て
衆
て
錯
罪
な
し
。
叉
櫓
し
て
是
と

な
す
。
故
に
如
是
と
雷
ふ
と
。
」
（
八
左
允
霜
轟
暖
い
一
め
噴
）
一
故
に
衆
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
槻
根
に
慮
鵡
て
釜
す
る
所
は
あ
る
の
で
あ
ら
う
が
、
結
…
局

最
後
の
立
…
揚
、
賑
肺
陣
の
義
よ
り
見
れ
ば
定
散
の
機
は
、
白
　
己
の
根
源
悪
に
無
知
な
る
も
の
で
あ
り
、
　
「
定
散
共
に
廻
し
て
費
國
に
入
れ
。

即
ち
是
へ
定
散
は
）
三
厩
の
方
便
な
り
。
菩
提
は
即
ち
曲
れ
女
入
の
相
也
。
貧
阻
呉
足
の
凡
夫
の
紘
也
」
（
＋
臨
右
轟
W
U
）
と
い
ふ
の
が
弘
願
の
眞
費

よ
り
の
見
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
究
極
の
釜
と
は
定
散
の
善
人
に
宗
敏
的
費
存
の
罪
の
意
識
に
到
達
せ
し
め
、
廻
心
繊
着
し
て
如
來
の
本
願

に
錦
依
せ
し
め
る
事
に
弾
着
す
る
。
i
故
に
如
是
の
雷
葉
亀
、
後
述
の
如
く
最
深
の
意
義
は
「
善
信
す
る
相
」
で
あ
る
一

　
以
上
の
叙
蓮
に
よ
っ
て
、
我
汝
．
は
、
槻
無
量
毒
経
は
顯
彰
賑
麿
の
義
に
よ
つ
て
、
精
聯
現
蒙
學
的
な
確
…
幾
を
も
ち
、
｛
示
敏
的
賢
存
へ
の

自
艶
の
深
化
を
示
し
て
み
る
と
云
ふ
事
が
出
　
來
る
。

　
⇔
　
三
繧
に
於
け
る
顯
彰
早
追
。
　
し
か
し
以
上
の
観
無
量
簿
経
の
顯
彰
隠
籍
の
義
に
よ
る
精
榊
現
象
量
的
構
逡
は
、
此
経
だ
け
を
把

　
　
　
　
　
三
顯
糠
入
に
就
い
て
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翫
五
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謝
覆
壌
酬
餅
究
　
　
櫨
耀
二
頁
九
十
一
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
血
山
ハ

っ
て
考
察
す
る
際
に
は
、
そ
れ
程
明
瞭
な
部
柄
で
は
な
い
。
沼
緑
の
澄
め
る
鏡
は
一
切
の
深
さ
を
同
一
第
面
に
納
め
て
了
ふ
。
故
に
畢
薗

的
な
掘
察
者
に
肥
し
て
は
、
淺
選
も
の
が
深
き
竜
の
と
重
り
合
ひ
混
じ
合
ふ
事
も
亦
止
む
を
得
な
い
。
但
宗
敏
的
賢
愚
が
此
経
に
面
す
る

時
、
彼
は
兼
帯
の
深
さ
を
基
準
に
、
此
経
に
映
じ
て
居
る
一
切
に
、
深
淺
の
判
断
を
正
確
に
行
ふ
事
が
毘
掛
る
の
で
あ
る
。
裏
か
ら
言
へ

ば
、
観
無
量
隷
経
は
、
誘
電
的
応
並
存
の
語
種
的
な
立
盤
的
な
姿
を
映
す
る
爲
に
は
、
未
だ
不
充
分
で
あ
る
と
雷
は
ざ
る
を
得
な
い
。
宗
敏

四
這
存
の
深
き
姿
は
、
観
無
量
謬
維
、
阿
彌
陀
経
、
無
量
瀞
維
な
る
三
願
に
讃
す
る
三
維
に
よ
っ
て
照
し
湿
す
時
は
、
始
め
て
如
費
に
、

此
三
面
鏡
に
映
す
る
。
親
灘
は
、
観
無
量
瀞
経
に
於
け
る
顯
彰
陰
欝
の
義
を
撰
銭
し
て
、
　
「
槻
経
に
推
知
す
る
に
此
経
（
阿
彌
陀
経
）
に
亦

顯
聖
業
密
之
義
有
る
べ
し
し
（
＋
九
－
左
も
α
）
と
書
ぴ
、
顯
の
義
は
槻
想
と
道
徳
を
棄
て
て
廿
願
の
名
工
を
執
持
す
る
事
で
あ
る
と
し
、
彰
の
義

は
此
の
名
號
を
決
麟
し
て
執
持
す
る
場
合
の
薗
利
の
【
心
を
演
罰
し
戯
悔
し
て
、
他
力
の
大
信
海
に
弊
恐
し
十
八
願
の
信
樂
に
麟
す
る
禦

で
あ
る
と
す
る
。
雲
泥
…
は
又
阿
彌
陀
経
中
の
こ
三
の
語
と
、
善
導
の
繹
の
う
ち
で
、
第
廿
願
を
顯
し
つ
つ
第
十
八
願
を
隠
彰
し
て
居
る
亀

の
を
指
示
し
て
居
る
。

　
蔀
ち
阿
宣
誓
維
の
聯
繋
豊
野
と
は
、
　
「
顯
と
言
ふ
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
（
定
散
）
の
少
善
を
嫌
憂
し
て
警
本
徳
本
の
貫
門
を
開
示
し
、

自
利
の
一
心
を
鋤
ま
し
て
難
思
の
往
生
を
警
む
、
是
を
以
て
繕
に
多
善
根
多
瀟
徳
四
（
を
以
て
名
倉
を
櫓
ふ
）
と
論
き
、
羅
に
は
九
轟
供
に

同
し
て
不
退
を
得
よ
と
云
へ
り
。
或
は
、
無
繊
念
佛
往
西
方
志
念
五
念
慮
來
迎
と
紫
へ
り
、
此
は
是
此
経
の
顯
の
義
を
示
す
な
り
。
此
乃

（
第
廿
願
）
醜
業
の
中
の
田
力
梗
也
。
彰
と
冒
ふ
は
、
寮
費
難
信
の
法
を
艶
耀
は
す
。
斯
『
乃
不
可
思
講
…
の
願
，
海
を
光
策
し
て
無
凝
の
大
信
　
海
に
麟

　
　
　
　
　
お
ぽ
　
　
　
え
こ
と

せ
し
め
ん
と
欲
す
。
良
に
（
阿
禰
含
煮
に
と
か
れ
る
如
く
）
編
め
既
に
恒
沙
の
（
諸
佛
の
）
鋤
な
れ
ば
、
信
も
亦
恒
沙
の
儒
也
。
故
に
茜
難
と

　
　
　
　
　
　
た
ぎ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
も

習
へ
る
也
。
繹
に
誼
に
彌
陀
の
弘
誓
の
重
れ
る
を
重
て
凡
夫
を
し
て
念
ず
れ
ば
蔀
生
ぜ
し
む
る
事
を
致
す
と
云
へ
り
。
斯
は
是
隠
彰
の
義



or27

を
賄
く
也
。
」
（
＋
九
左
義
軌
」
苅
）
な
る
親
欝
の
私
羅
が
そ
の
極
星
を
示
し
て
居
る
。

　
さ
て
、
顯
彰
隠
密
の
義
を
か
く
の
如
く
槻
無
量
壽
維
よ
り
阿
彌
陀
経
に
鱗
干
し
て
行
く
場
合
に
、
露
鋒
隠
麿
の
取
扱
ふ
べ
き
問
題
の
中

心
が
判
然
と
し
て
來
る
。
阿
彌
陀
維
は
、
親
欝
に
よ
れ
ば
「
斯
維
は
大
乗
修
多
羅
中
の
無
間
稗
属
託
也
。
爾
れ
ば
如
來
世
に
興
出
し
給
ふ

所
以
は
、
恒
沙
漏
佛
の
警
護
の
正
意
は
、
唯
是
に
在
る
也
。
」
で
あ
っ
て
、
　
此
経
は
魏
無
量
講
書
の
如
く
に
、
　
掌
携
希
の
質
問
に
佛
が
癒

嘉
す
る
形
式
で
は
な
く
、
佛
一
人
蕪
…
き
手
の
舎
利
弗
を
呼
び
か
け
つ
つ
質
問
自
論
ず
る
。
故
に
心
経
に
は
顯
彰
懸
蜜
の
義
が
所
六
に
散

在
せ
す
但
自
利
の
一
心
の
問
題
に
集
中
し
て
居
る
。
而
し
て
此
の
「
一
心
」
の
問
題
の
顯
彰
隠
密
の
義
郎
ち
、
廿
願
の
一
心
詩
と
十
八
願

の
…
心
と
を
辮
湖
し
、
　
｝
カ
で
は
昔
願
の
立
場
に
於
て
骨
願
の
意
識
に
明
か
な
る
そ
の
本
質
（
顯
の
義
）
を
示
し
つ
つ
、
他
方
叉
十
八
願
の

立
場
か
ら
油
光
返
照
し
て
此
の
一
心
を
解
明
す
る
（
単
寧
の
義
）
銀
が
、
骨
願
の
至
心
廻
向
欲
望
の
三
浦
を
明
に
す
る
慕
と
な
る
◎
そ
の
事

に
よ
っ
て
、
そ
れ
と
關
聯
し
て
十
九
願
の
藪
心
・
嚢
願
・
欲
生
の
三
心
も
、
観
無
量
壽
経
の
多
く
の
顯
彰
隠
麿
の
箇
所
の
中
か
ら
、
特
に
、

至
誠
心
、
二
心
、
廻
向
褒
願
心
に
書
す
る
顯
彰
隙
轡
に
よ
っ
て
解
明
せ
ら
れ
得
べ
き
事
が
推
定
せ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
槻
無
量
簿
繧
の
三

心
が
、
十
九
願
を
顯
彰
隠
密
に
よ
っ
て
解
諒
す
る
も
の
と
し
て
、
掘
面
諭
雛
の
中
よ
り
特
に
選
出
　
せ
ら
れ
る
。
親
鰹
は
、
十
九
願
十
願
を

解
明
す
る
顯
彰
陰
籍
の
義
を
第
一
に
「
問
ふ
大
木
（
無
量
壽
経
）
の
三
縄
と
親
纏
の
三
心
一
灘
浜
何
ん
し
（
款
聾
肝
九
宏
）
の
問
答
樺
と
し
て
、
第

二
に
「
問
ふ
大
本
と
幣
紙
の
三
心
の
小
木
（
阿
蝿
陀
経
）
の
一
心
と
一
異
云
何
ん
」
（
計
踏
む
左
廿
）
の
聞
答
繹
と
し
て
詳
論
し
て
居
る
。

　
親
総
の
解
答
は
、
形
式
的
な
結
論
を
先
に
の
べ
る
と
す
れ
ば
第
一
の
課
題
に
疑
し
て
コ
　
経
の
三
陸
は
、
顯
の
義
に
よ
れ
ば
異
な
り
、

彰
の
義
に
よ
れ
ば
一
也
。
三
心
一
異
の
義
答
へ
寛
ん
ぬ
」
（
＋
九
墳
…
左
ム
畠
）
と
云
ふ
語
に
婦
思
す
る
。
第
二
の
課
題
に
…
凝
し
て
も
略
同
様
の
解
答

を
な
す
が
、
第
一
の
課
題
を
顧
慮
し
つ
つ
、
次
の
如
き
意
義
深
き
雷
葉
を
〃
語
っ
て
居
る
。
　
「
是
を
以
て
四
二
弘
維
の
大
士
、
三
朝
浄
土
の

　
　
　
　
三
願
韓
入
に
就
い
て
（
承
賄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
　
　
　
　
　
　
蹴
七
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．
弓
　
　
宗
師
眞
宗
念
佛
を
開
て
濁
椴
の
平
織
を
導
く
。
財
経
の
大
綱
顯
千
里
密
の
義
有
頂
と
難
も
、
世
心
を
喫
し
て
能
入
と
な
す
。
放
に
経
の
始

　
　
に
如
是
と
穗
す
。
郊
是
の
義
は
善
信
す
る
相
也
。
仁
恕
経
を
按
ず
る
に
、
皆
金
剛
の
眞
心
を
以
て
最
要
と
せ
り
。
重
心
は
帥
是
大
信
心
也
。

　
　
大
信
心
は
稀
有
最
勝
翼
妙
清
浮
な
夢
。
何
を
以
の
故
に
。
大
儒
心
海
は
甚
以
て
入
り
難
し
。
佛
力
よ
り
褒
起
す
る
が
故
に
。
翼
費
の
樂

　
　
邦
は
甚
だ
以
て
往
き
易
し
。
願
力
を
籍
て
部
生
す
る
が
故
に
。
今
將
に
一
心
一
席
の
義
を
論
ぜ
ん
と
す
。
鴬
に
此
意
な
る
べ
き
也
。
三
維

　
　
一
心
の
義
答
【
へ
尭
ん
ぬ
」
（
賢
膚
－
左
鼓
。
。
一
お
）
と
。

　
　
　
我
汝
は
営
面
の
問
題
で
あ
る
第
一
の
課
題
、
糊
…
無
量
諄
経
の
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
黒
黒
心
の
顯
彰
賑
鱗
の
嚢
を
明
に
し
つ
つ
、
十
九

　
　
願
の
至
心
・
獲
願
・
歓
生
の
三
心
を
解
明
し
て
行
く
事
と
し
ょ
う
。

　
　
　
四
　
三
心
繹
の
暴
露
隠
密
。
　
糊
…
無
量
鶴
舞
の
至
誠
心
・
回
心
・
廻
向
蛮
麟
…
心
を
如
何
に
考
ふ
べ
き
方
に
就
い
て
は
、
親
鶯
は
他
の
浮

　
　
土
の
宗
師
達
と
平
様
に
善
導
の
聾
心
繹
を
依
擦
と
し
て
居
る
。
と
こ
ろ
で
善
導
は
、
三
三
の
糧
に
於
て
大
な
る
矛
盾
を
犯
し
て
居
る
。
と

　
　
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
、
自
己
の
深
き
盤
験
を
即
し
て
既
の
親
経
の
要
勲
を
註
繹
す
る
爲
に
、
大
膿
に
矛
盾
せ
る
表
現
を
使
用
し
て
、
最
後
の

　
　
生
け
る
統
一
の
作
用
を
、
讃
者
の
宗
敏
部
費
存
に
委
せ
穴
の
で
あ
ら
う
か
。
曾
我
量
器
師
の
鋭
き
洞
察
に
よ
れ
ば
（
餌
歌
と
己
羅
」
七
八
－
九
買
）
、
此
三
心

　
　
は
、
儒
の
一
心
の
三
図
と
し
て
、
適
去
・
現
在
・
未
來
の
細
網
に
相
察
す
る
。
そ
こ
に
、
三
心
が
同
時
に
一
心
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以

　
　
が
あ
る
。
無
縁
の
現
在
の
も
つ
過
去
・
現
在
・
未
來
の
　
二
契
機
の
粗
即
事
係
に
就
い
て
は
、
親
鷺
は
驚
く
べ
き
精
密
な
る
反
省
を
信
…
巻
に

　
　
展
開
し
て
居
る
。
我
汝
は
十
八
願
の
僑
樂
が
示
す
、
既
の
最
も
深
き
信
仰
の
腹
心
・
一
心
の
相
部
は
、
此
を
「
漂
土
翼
實
」
の
場
合
に
ゆ

　
　
づ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
至
誠
心
（
過
去
）
、
深
心
（
現
在
）
、
廻
向
褒
願
心
（
未
來
）
の
三
契
機
が
、
三
戸
に
相
算
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
統
一
の

　
　
仕
方
の
三
・
一
相
即
を
示
す
う
ち
で
、
善
導
の
三
心
立
は
、
統
一
な
き
矛
盾
の
姿
に
よ
っ
て
、
十
九
願
の
統
一
よ
り
、
此
の
十
八
願
の
統



　
　
　
一
ま
で
の
全
膿
を
包
括
…
的
に
自
己
に
藏
す
る
と
嘗
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
先
づ
至
一
誠
心
は
、
蔑
口
回
罷
の
耀
二
審
に
從
へ
ば
、
　
つ
｝
訟
と
は
瀞
撮
、
誠
と
は
賢
也
。
　
一
固
切
衆
生
の
山
身
口
出
罪
業
に
修
す
る
所
の
解
「
行
、
必
ず
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
　
か
ら
く
眞
寸
心
の
中
に
作
す
唯
を
須
ふ
事
を
明
さ
ん
と
欲
す
。
外
に
賢
蒋
精
進
の
相
を
現
じ
内
に
虚
假
を
懐
く
事
を
得
ざ
れ
。
貧
曝
邪
儒

　
　
軒
詐
百
端
に
し
て
悪
性
重
め
難
く
察
蛇
蝸
に
同
じ
き
ぱ
、
三
業
を
起
す
と
難
も
凍
て
難
毒
の
善
と
爲
す
。
亦
虚
假
の
行
と
旧
く
。
眞
費
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
ひ

　
　
業
と
名
け
す
。
若
し
此
の
如
き
安
心
起
行
を
作
さ
ん
蒋
は
例
令
身
心
を
苦
慮
し
て
、
演
夜
十
二
時
急
に
作
す
事
、
頭
燃
を
灸
が
如
く
す
る

　
　
者
も
、
難
毒
の
善
と
名
く
。
此
の
難
”
毒
の
行
を
証
し
て
彼
佛
の
浮
土
に
生
ぜ
ん
事
を
求
め
む
と
欲
は
ば
、
必
不
可
な
ウ
。
何
を
以
て
の
故

　
　
に
。
正
し
く
彼
阿
彌
陀
佛
の
園
中
に
菩
薩
行
を
行
ぜ
し
時
、
乃
至
一
念
一
刹
那
も
三
業
の
修
し
た
ま
ふ
所
皆
是
眞
賢
心
の
中
に
作
し
た
ま

　
　
　
ふ
。
凡
施
爲
趣
相
し
拠
ま
ふ
所
、
皆
眞
費
な
る
に
画
り
て
な
り
」
。

　
　
　
要
す
る
に
良
心
の
眞
費
清
浮
を
奪
び
、
外
儀
の
姿
に
か
か
は
ら
ぬ
事
を
張
淫
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
我
六
は
内
心
の
道
徳
法
に
封
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
カ
ン
｝
風
の
森
嚴
圭
義
の
敬
鹿
が
論
か
れ
て
居
る
考
へ
て
よ
い
。
但
注
意
す
べ
き
事
は
、
箪
に
道
徳
法
に
織
す
る
服
從
が
當
爲
と
し
て
読

　
　
か
れ
て
居
る
の
で
は
な
く
、
か
か
る
當
爲
の
賢
現
に
掌
篇
を
苦
蔵
す
る
起
行
者
に
係
っ
て
居
る
蛮
で
あ
る
。
故
に
良
心
の
聾
は
、
汝
の
行

　
　
は
質
素
で
あ
っ
た
か
。
汝
の
所
与
の
行
爲
は
難
　
毒
で
は
な
か
つ
π
か
、
と
訊
聞
す
る
。
そ
し
て
か
か
る
検
討
の
標
準
と
な
る
も
の
も
、
彼

　
　
阿
彌
陀
佛
の
国
申
の
菩
薩
行
の
浦
浮
さ
、
貫
費
さ
で
あ
る
。
故
に
我
汝
は
か
か
る
意
味
に
穿
て
、
至
誠
心
の
良
心
を
繊
去
性
に
閥
す
る
と

　
　
言
っ
て
よ
い
。
勿
論
、
此
の
過
去
性
に
は
、
賞
爲
の
未
來
性
や
起
行
雲
践
の
現
在
性
が
歓
如
・
し
て
居
る
の
で
は
な
い
。
却
っ
て
道
徳
の
種

　
　
種
の
立
場
が
一
1
賞
爲
を
中
心
と
す
る
に
せ
よ
、
・
三
十
を
中
心
と
す
る
に
せ
よ
一
絶
え
す
纏
綿
せ
ら
れ
る
爾
契
機
の
分
裂
を
止
揚
し

　
　
た
、
良
心
の
深
き
過
去
性
の
裡
に
は
、
當
爲
と
實
践
と
が
一
如
な
ら
し
め
ら
れ
て
居
る
。
良
心
の
濁
去
性
は
更
に
次
の
禦
を
考
察
す
れ

盤95
　
　
　
　
　
　
　
三
願
聴
入
に
就
い
て
（
承
蔚
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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鞭
欝
鍬
聯
鮒
究
　
　
駕
　
二
蒼
九
十
・
一
蹄
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

ば
、
一
暦
明
瞭
と
な
る
で
あ
ら
う
。

　
却
詮
、
以
上
の
如
き
良
心
の
批
判
に
窮
し
て
何
人
が
堪
え
う
る
で
あ
ら
う
か
。
良
心
の
弊
に
傾
漏
す
る
蔚
は
、
必
然
的
に
根
源
的
な
自

己
の
罪
障
を
自
畳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
良
心
が
負
ひ
目
を
語
る
と
云
は
れ
る
。
而
し
て
此
世
ひ
目
の
竜
っ
被
語
性
置
去
性
は
、
輪
廻
的
罪

障
騨
…
の
裡
に
際
立
っ
て
あ
ら
は
れ
て
居
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
が
良
心
に
於
て
、
美
し
き
魂
と
、
悪
と
を
紙
一
枚
の
差
異
と
考
へ
、
「
良
心
と
悪
と

留
ふ
二
の
直
接
的
に
移
入
し
合
ふ
難
し
を
、
道
徳
の
尖
端
と
し
て
考
へ
た
事
は
意
義
深
き
こ
と
で
あ
る
。
良
心
の
立
場
は
此
善
悪
の
韓
換

黙
で
あ
る
故
に
、
叉
、
濫
徳
の
宗
敷
へ
の
移
行
黙
で
も
あ
る
。
後
述
す
る
如
く
親
聯
脚
は
善
導
の
貫
費
な
る
魂
（
至
誠
心
）
の
叢
張
を
色
讃
し

此
を
換
骨
脆
書
し
て
罪
障
の
繊
悔
の
文
と
し
た
。
我
汝
は
、
親
轡
…
の
此
の
解
糧
の
裡
に
良
心
と
悪
と
本
質
的
閥
聯
を
見
患
す
事
が
出
來
る

の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
善
導
は
、
至
誠
心
に
於
て
嚴
粛
な
る
解
脆
の
爲
の
道
徳
の
翼
費
を
カ
つ
よ
く
語
っ
て
居
る
と
言
へ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
し

　
第
二
に
「
深
心
と
嘗
は
即
直
管
信
之
心
也
。
亦
二
種
有
ウ
。
　
一
に
は
決
定
し
て
深
く
信
ず
。
自
身
は
現
に
是
等
惑
生
死
の
凡
夫
に
し
て

贋
劫
よ
今
己
延
竿
に
淡
し
常
に
流
輔
し
て
里
離
の
縁
有
る
事
無
し
と
。
（
機
の
深
信
）
二
に
は
決
定
し
て
深
く
信
ず
。
融
雪
彊
陀
佛
四
十
八

願
を
も
て
、
衆
生
を
癬
画
し
た
ま
ふ
。
疑
ひ
無
く
慮
無
く
彼
の
願
力
に
乗
じ
て
定
て
史
生
を
得
と
。
（
法
の
回
信
）
o
」
此
の
深
信
が
、
宗
教

的
決
断
（
の
現
在
）
で
あ
る
事
は
、
善
導
が
引
黒
き
更
に
懇
切
に
深
信
の
相
を
解
論
ず
る
語
を
滲
照
す
れ
ば
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。
我
澄

は
、
．
此
所
で
は
長
文
の
引
用
を
割
愛
し
よ
う
。

　
第
三
の
「
廻
向
搬
虚
心
と
は
（
第
一
に
）
過
去
及
び
今
生
の
身
口
意
業
に
修
す
る
所
の
趣
、
出
微
の
善
根
と
、
他
の
一
切
の
凡
聖
の
身
獄

意
業
に
修
す
る
所
の
患
、
出
世
の
善
根
を
随
喜
せ
る
と
、
此
自
他
所
修
の
善
根
を
以
て
、
悉
く
皆
翼
賢
深
信
の
心
気
に
廻
向
し
て
彼
閾
に

生
ぜ
ん
と
毒
す
。
故
に
廻
向
髭
面
心
と
な
つ
く
。
又
（
第
二
に
）
廻
向
し
て
生
ぜ
ん
と
願
す
と
は
、
必
ず
須
ら
く
決
定
せ
る
藁
實
心
の
中
に
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同
向
し
、
願
じ
て
得
生
の
想
を
作
す
導
を
も
ち
ふ
。
」

　
「
然
る
に
善
導
の
コ
一
心
輝
の
・
文
は
、
之
を
静
か
に
讃
…
講
ず
る
時
、
　
忽
二
櫨
固
の
大
疑
聞
に
接
…
証
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
は
至
誠
一
心
と
…
機
の

深
信
…
と
の
撞
藩
で
あ
夢
、
第
二
に
法
の
深
信
と
廻
向
磯
願
心
の
撞
藩
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
’

　
先
づ
粟
誠
心
と
機
の
深
信
と
の
撞
着
と
は
侮
で
あ
る
か
。
巳
に
至
誠
心
と
は
愚
去
の
行
器
に
慶
し
て
内
・
外
相
難
し
て
翼
費
清
浮
な
妙

と
自
験
す
る
竜
の
。
然
る
に
樽
じ
て
深
く
つ
ら
つ
ら
我
身
の
眞
債
を
反
省
し
て
、
土
煙
罪
悪
生
死
凡
夫
、
無
レ
有
二
出
離
縁
一
の
も
の
と
信

知
す
る
が
肖
倉
荷
で
あ
る
。
　
即
一
は
肖
ら
一
黙
の
虚
儒
な
き
肖
己
を
嵐
照
し
、
他
は
徹
頭
徹
尾
虚
言
な
る
自
己
を
親
照
す
る
。
．
：
・
次
に

法
の
深
信
と
廻
向
嚢
毒
心
と
の
撞
潜
は
鷺
何
。
廻
向
縮
写
心
は
画
・
他
一
切
の
善
を
惣
じ
て
我
朱
來
往
生
の
日
的
に
屍
蝋
せ
ん
と
す
る
も

の
。
然
る
に
法
の
深
信
は
彌
陀
の
四
十
八
願
の
カ
に
乗
じ
て
自
然
に
叢
生
定
得
の
信
念
に
住
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
深
信
願
力
の
入

の
前
に
は
他
の
善
は
不
要
で
あ
り
、
随
っ
て
廻
向
獲
願
心
は
全
く
不
要
欲
求
で
あ
り
、
こ
の
不
要
の
願
心
を
要
す
る
も
の
は
正
し
く
本
願

力
を
儒
ぜ
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
麟
番
し
得
る
の
で
あ
る
Q
」
（
悠
敬
と
已
識
｝
益
マ
三
買
）

　
曾
我
師
に
よ
れ
ば
、
此
の
矛
盾
を
翼
に
自
話
し
允
奢
は
古
配
置
鷺
の
み
で
あ
っ
π
。
彼
は
此
の
矛
盾
を
二
様
の
形
式
を
用
ぴ
て
止
揚
の

途
を
開
い
た
。
第
一
の
方
法
は
破
荒
天
な
親
総
猫
肖
の
途
り
假
名
に
よ
っ
て
上
の
至
誠
心
の
牒
を
次
の
如
く
に
譲
み
替
へ
た
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
つ
　
　
　
の
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
し

「
至
と
は
翼
な
り
。
誠
と
は
費
な
り
。
　
一
切
衆
生
身
口
意
業
の
瞬
修
の
解
行
、
必
ず
翼
心
心
の
申
に
平
し
た
ま
へ
る
を
須
ん
事
を
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち
ゐ

　
　
　
　
セ
　
う
　
う
　
　
ね
　
も
　
も
　
　
ゆ
　
う
　
　
つ
　
む
　
も
　
も
　
も
　
　
ヵ
　
う
　
も
　
も
　
　
　
　
わ
　
セ
　
の
　
　
り
　
　
つ
　
つ
　
セ
　
も
　
　
セ
　
　
り

と
欲
す
。
外
に
責
善
精
進
の
梱
を
現
す
る
銀
を
得
ざ
れ
。
内
に
虚
假
を
懐
け
ば
な
り
。
：
：
」
そ
こ
で
藁
葺
な
る
魂
の
主
張
は
｝
弊
し
て

根
源
悪
の
白
髭
と
な
珍
、
身
口
意
三
業
の
貢
實
清
潔
は
、
衆
生
の
方
を
離
れ
て
佛
邊
に
錦
し
た
。
郎
衆
生
は
、
自
心
を
策
慌
し
て
清
洋
翼

｛
質
心
を
確
保
せ
よ
と
の
善
導
の
訓
雷
は
、
法
藏
菩
薩
の
清
浮
欝
欝
心
の
嗣
向
で
あ
る
名
言
を
須
ひ
よ
と
の
意
に
醗
縛
せ
ら
れ
た
。
か
く
の

　
　
　
　
　
三
鷹
騒
麟
婁
く
に
就
い
て
（
承
箭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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鷺
雛
研
究
．
第
二
冨
九
＋
U
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
六
二

如
く
至
誠
心
を
佛
の
方
よ
り
の
廻
向
と
壕
へ
る
事
に
よ
っ
て
、
廻
向
磯
願
心
も
叉
、
全
然
新
し
き
意
義
を
帯
び
る
に
到
つ
旋
。
親
　
鷲
は
、

機
法
の
深
山
…
に
聖
慮
す
る
語
と
し
て
は
第
一
の
国
文
・
「
遇
去
及
び
今
生
の
身
に
曇
日
藻
に
蚤
兆
し
を
捨
て
掩
。
　
そ
し
て
第
二
の
文
を
採
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
カ
　
　
つ
　
　
し
　
　
カ
　
　
の
　
　
も
　
　
も
　
　
ゐ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
ね
　
　
も
　
や

し
允
。
親
黒
猫
自
の
護
み
方
に
從
へ
ば
、
此
丈
は
「
廻
向
褒
織
し
て
願
生
す
る
と
は
、
必
ず
決
定
し
て
翼
賢
心
中
に
廻
向
し
允
ま
へ
る
願

つ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

を
須
み
て
、
得
生
の
想
を
作
せ
。
し
と
途
假
名
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
至
誠
心
と
機
の
深
紫
、
廻
向
磯
願
心
と
法
の
深
信
…
の
矛
盾
は

撫
興
せ
ら
れ
る
纂
が
出
　
來
允
。
併
し
此
の
讃
み
替
へ
は
、
箪
に
愚
意
的
に
新
し
き
意
義
と
す
り
か
へ
旋
の
で
は
な
く
、
親
驚
の
理
解
が
善

導
の
羅
丈
の
辮
讃
法
的
相
關
煮
た
る
事
は
、
襲
に
、
至
誠
心
の
翼
費
清
浮
と
根
源
悪
の
自
覧
と
の
關
係
に
就
い
て
蓮
ぺ
距
同
様
で
あ
る
。

賀
に
良
心
的
に
至
誠
心
で
あ
る
事
を
追
求
す
る
奢
の
み
、
内
の
虚
假
を
自
養
す
る
。
自
己
の
身
口
意
業
の
善
橿
を
廻
向
し
て
浮
土
に
生
ぜ

ん
と
願
す
る
行
者
の
み
、
此
の
褒
願
の
限
界
に
撞
着
し
、
自
力
的
な
る
も
の
に
本
質
的
な
る
自
已
矛
盾
に
檎
み
、
却
っ
て
絶
勤
者
の
側
か

ら
の
廻
向
に
乗
ず
る
事
を
知
る
。
故
に
親
鷲
の
矛
盾
の
止
揚
乃
至
解
決
は
、
善
導
の
精
紳
を
顯
喫
す
る
鄭
で
あ
っ
て
決
し
て
逸
脆
す
る
事

で
は
な
い
。
親
愛
竜
彼
の
解
繹
が
、
善
導
の
単
文
の
止
揚
で
あ
る
導
を
充
分
慮
発
し
て
居
允
◎
帥
ち
、
彼
の
自
発
に
よ
れ
ば
、
十
八
願
の

信
樂
に
相
懸
す
る
深
思
繹
に
相
慮
す
如
く
止
揚
せ
ら
れ
允
彼
の
三
心
胆
は
、
善
導
の
三
条
羅
の
隠
密
の
義
で
あ
り
、
顯
の
義
で
あ
る
善
導

の
文
面
は
、
十
九
願
誓
願
に
…
封
ず
る
も
の
で
あ
る
。
善
導
の
三
心
界
の
矛
盾
は
、
　
三
層
念
入
の
遜
程
に
よ
っ
て
算
盤
的
に
止
揚
せ
ら
れ

る
。
か
か
る
立
場
か
ら
馬
蝉
は
第
二
の
形
式
を
採
用
し
た
。
戯
ハ
は
上
士
の
観
心
繹
の
本
質
的
解
明
に
つ
づ
い
て
、
善
導
が
三
心
の
そ
れ
ぞ

れ
に
就
い
て
、
そ
の
相
を
示
し
て
居
る
語
を
寸
寸
に
裁
断
し
て
、
或
者
は
十
九
願
に
或
者
は
十
願
に
糊
す
る
顯
の
義
で
あ
り
、
他
の
者
は

十
八
願
に
興
す
る
隠
彰
の
覇
で
あ
る
と
考
へ
旋
。
故
に
善
導
の
三
舞
糧
は
顯
彰
隠
密
の
観
勲
か
ら
見
る
時
、
三
願
解
入
に
相
慮
す
る
三
暦

を
混
へ
て
持
っ
て
居
る
事
と
な
る
。
故
に
一
見
自
己
矛
盾
す
る
善
導
の
三
日
置
は
、
疑
心
蒋
入
す
る
宗
敏
的
實
存
の
自
畳
の
辮
諮
法
に
よ



つ
て
、
圭
農
的
に
統
一
せ
ら
れ
て
居
る
事
と
な
る
。
以
上
が
親
欝
の
円
心
糠
に
嘉
す
る
顯
塒
鳥
密
の
考
で
あ
夢
、

の
覇
に
於
い
て
異
な
り
彰
の
義
に
於
い
て
一
也
し
と
彼
が
語
る
所
以
で
あ
る
G

「
二
経
の
「
二
心
は
、
顯

er3b’

　
牽
九
願
の
至
心
、
褒
願
、
欲
生
の
三
筆
に
鞘
嘉
す
る
聾
心
繹
の
顯
の
義
に
就
い
て
蓮
べ
よ
う
。

　
善
導
は
、
襲
の
至
誠
心
の
盤
を
撫
し
π
文
の
後
に
、
そ
の
相
と
し
て
至
誠
心
に
利
他
翼
費
と
演
利
翼
實
と
が
あ
る
事
を
蓮
ぺ
て
居
る
。

親
鷺
に
よ
れ
ば
利
他
貫
實
は
十
八
顧
に
相
糊
す
る
。
故
に
此
餅
で
問
題
と
な
る
の
は
自
利
翼
廊
の
羅
の
み
で
あ
る
（
九
回
－
＋
右
”
筍
い
f
（
p
α
）
。

　
父
歎
は
く
「
眞
貴
に
瓢
種
あ
り
。
　
一
に
は
遊
歴
眞
鱒
ハ
、
ご
に
は
利
他
眞
笠
な
り
。
息
利
眞
實
と
云
ふ
は
、
復
二
種
有
り
。
　
一
に
は
眞
賃
心
の
中
に
霞
他
の

講
悪
及
び
仙
械
國
を
制
…
点
す
る
に
、
ρ
汀
住
坐
臥
に
、
　
…
切
貼
問
薩
の
軸
硲
悪
を
隅
棚
捨
」
ア
る
に
間
∵
し
く
毅
も
又
是
の
如
く
せ
ん
と
想
ふ
。
二
に
は
、
眞
轡
ハ
心
の
中
に
、

白
例
他
置
畳
等
の
競
n
を
漁
勅
修
す
。
ぬ
輿
愚
心
の
止
長
に
籍
…
楽
に
彼
の
附
彌
陀
佛
及
び
依
正
｝
鶯
鎌
を
讃
嘆
す
。
曜
叉
眞
賢
心
の
融
「
に
口
業
に
三
界
六
巽
中
の
白
囲
他
依
一
止
の

二
報
苦
懇
の
購
を
殿
還
し
亦
一
切
衆
生
の
三
業
所
爲
の
論
n
を
讃
嘆
す
。
若
し
識
n
業
に
非
ず
ぱ
、
干
て
弼
も
遠
か
れ
。
亦
鑓
聯
せ
ざ
れ
と
。
叉
眞
賢
心
の
や
に

身
業
彼
阿
彌
陀
佛
及
び
位
正
二
報
を
含
建
、
鐙
敬
、
影
乾
を
も
て
供
養
す
。
叉
眞
賢
〔
心
中
に
難
業
に
此
生
死
三
界
錬
の
嵐
仙
の
依
雄
二
報
を
厭
捨
す
。
叉
眞

賢
聖
の
中
に
、
意
業
に
被
阿
彌
陀
佛
空
乳
正
二
報
を
思
想
警
察
憶
念
し
て
、
円
前
に
現
ず
る
が
如
く
す
。
又
置
目
賢
心
巾
の
串
に
意
業
に
此
載
死
三
界
螺
の
自

讐
整
ご
繋
懸
し
黙
す
（
饒
繋
）
。

磁
禿
妙
に
よ
れ
ば
、
親
は
鷺
、
臼
［
利
翼
貧
の
一
を
厭
離
貫
・
　
賞
と
な
づ
け
、
厭
離
貫
費
は
「
厭
離
を
先
と
し
、
析
求
を
後
と
す
。
し
と
し
て

一
般
に
、
聖
道
門
自
力
無
手
の
特
色
で
あ
る
と
し
て
居
る
。
　
一
般
に
雷
爲
の
立
場
に
立
つ
麿
力
士
・
…
義
の
自
・
団
が
、
制
捨
厭
離
に
自
己
の
置
〔

費
を
求
め
、
例
へ
ば
、
永
遠
の
理
惣
の
郊
き
竜
の
を
析
慕
す
る
と
し
て
竜
、
理
想
は
超
越
者
の
意
義
を
曝
せ
す
、
厭
離
を
主
と
す
る
濤
ヵ

の
影
に
す
ぎ
ぬ
故
に
、
階
鮒
よ
り
も
営
爲
の
制
捨
に
眞
實
を
、
強
一
期
す
る
審
を
愚
へ
ば
、
棚
親
澱
の
規
定
は
常
を
難
解
も
の
で
あ
る
。
自
利
翼
応
貰

　
　
　
　
　
一
鳳
願
醜
可
入
に
就
い
て
（
承
熱
削
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚
晒
一
二



53K

　
　
　
　
押
質
畢
研
究
　
　
第
二
胃
九
十
一
鼎
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
…
四

の
こ
を
揖
慕
翼
下
と
な
づ
け
る
。
此
は
「
浮
土
門
、
易
行
蓮
、
他
力
横
撃
の
義
」
で
あ
る
。
　
「
析
　
慕
を
以
て
本
と
撤
す
。
何
を
以
て
の
故

に
。
願
力
に
よ
っ
て
生
死
を
厭
満
せ
し
む
る
が
故
意
」
と
彼
は
論
い
て
居
る
。
第
二
の
下
心
に
就
い
て
は
、
…
縫
法
二
種
の
深
心
は
十
八
願

に
柑
齢
す
る
。
故
に
此
既
で
は
善
道
の
獣
心
羅
の
巾
か
ら
、
　
「
叉
決
定
し
て
羅
迦
佛
此
鞭
経
三
幅
九
品
定
数
二
善
を
説
い
て
彼
佛
の
依
正

二
報
を
讃
讃
し
人
を
し
て
情
慕
せ
し
む
。
」
「
課
業
信
と
は
決
定
し
て
慮
心
を
健
熟
し
て
敏
に
感
じ
て
修
行
す
：
：
」
（
一
　
曹
幽
臨
イ
巧
・
3
唾
）
等
が
引
用
さ
れ

る
。
満
面
の
三
心
臓
の
引
用
文
か
ら
は
、
深
僑
の
榔
分
は
省
略
せ
ら
れ
て
居
る
（
針
ぺ
腔
U
二
二
）
。
霜
眉
的
な
意
義
の
深
心
は
十
九
願
に
は
存

在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
三
の
廻
向
叢
願
心
に
就
い
て
は
、
嚢
に
引
い
允
「
湯
去
及
び
今
生
の
身
口
意
業
云
々
」
の
丈
が
引
用
せ
ら
れ

て
居
る
。
要
す
る
に
折
慕
貢
賢
の
欝
欝
眞
・
費
さ
が
中
心
で
あ
る
。
筆
筒
と
は
、
此
の
眞
賢
を
自
惚
に
健
立
す
る
事
で
あ
り
、
廻
向
磯
願
心

と
は
、
　
「
此
の
翼
費
深
信
の
中
に
身
口
意
三
業
所
修
の
善
根
を
廻
向
し
て
、
彼
圏
に
生
す
胸
る
」
審
を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
折

慕
眞
實
は
槻
無
量
諄
維
の
定
善
敢
善
の
全
盤
に
賞
す
る
原
理
で
あ
る
。
此
の
事
は
槻
無
量
壽
経
の
申
よ
り
、
特
に
三
心
を
取
り
出
し
て
、

磁
壁
の
原
理
と
な
し
た
善
導
の
精
紳
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
親
黙
こ
そ
、
槻
無
量
壽
維
の
倫
理
的
（
客
土
）
宗
敏
的
考
察
の
核
心
で
あ

る
。
概
説
の
こ
善
一
三
鵬
の
垂
膿
が
襲
に
引
用
し
た
翼
費
心
申
に
な
す
べ
き
業
の
裡
に
集
約
せ
ら
れ
て
居
る
の
も
此
の
爲
で
あ
ら
う
Q
故
に

十
九
願
の
展
開
は
此
の
祝
慕
翼
實
が
如
何
に
な
り
行
く
か
に
係
っ
て
居
る
。
我
汝
は
臨
に
良
心
の
翼
貧
へ
の
徹
底
的
な
追
求
が
根
源
悪
の

良
斑
と
表
裏
の
隔
…
係
に
あ
る
事
を
蓮
べ
た
。
親
縣
縮
の
此
…
閣
の
指
話
を
次
の
如
く
に
語
っ
て
居
る
。

　
第
一
に
我
粛
は
揖
慕
蘭
燈
政
の
析
慕
の
契
磯
を
反
省
し
よ
う
。
厨
慕
眞
・
賢
は
超
越
者
に
よ
っ
て
嚢
起
せ
ら
れ
た
総
花
で
あ
る
。
我
汝
は
か

か
る
翅
越
者
を
、
先
づ
十
九
願
．
の
臨
絡
現
前
の
誓
に
よ
っ
て
、
死
の
不
安
に
一
見
出
　
し
た
。
故
に
析
慕
貫
道
が
如
何
に
な
り
行
く
か
を
知
る

爲
に
は
、
更
に
一
度
來
迎
を
望
む
者
の
「
死
の
不
安
し
の
性
幣
を
検
討
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
斎
蔵
は
十
九
殿
の
「
諄
絡
に
臨
み
假
令
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大
衆
と
園
撮
し
て
其
の
人
の
前
に
現
ぜ
す
ん
ば
」
と
い
ふ
托
葉
に
よ
り
死
の
不
安
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
他
方
よ
り
考
察
す
れ
ば
脇
絡

に
正
念
に
佳
し
他
の
來
迎
に
あ
っ
か
り
允
い
と
思
ふ
心
に
は
、
又
同
時
に
、
死
の
不
安
か
ら
、
属
常
性
へ
の
乱
落
が
み
と
め
ら
れ
は
し
ま

い
か
、
な
る
ぼ
ど
、
死
の
不
安
は
、
隠
と
し
て
は
、
あ
は
拠
だ
し
く
、
心
情
の
靡
を
叩
き
、
我
湊
を
今
更
の
事
の
如
く
に
驚
愕
せ
し
め

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
は
、
我
々
が
用
意
し
允
時
に
、
扉
を
排
し
て
入
っ
て
く
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
又
我
々
が
充
分
に
用
意
が
出
來

て
居
る
よ
う
に
、
時
々
注
意
す
る
も
の
で
も
な
い
、
我
々
の
有
限
性
は
死
に
於
て
さ
へ
な
れ
る
銀
が
出
睡
る
の
で
あ
る
。
臨
絡
の
正
念
を

の
ぞ臨
む
心
に
は
、
死
が
七
六
の
用
意
す
る
以
上
の
者
で
あ
る
審
に
封
ず
る
母
系
と
嗣
時
に
絶
え
ず
新
ら
し
く
．
震
憾
と
共
に
用
意
せ
ら
れ
る
べ

き
死
に
醤
し
て
次
第
に
な
れ
て
了
つ
た
精
製
が
共
の
堕
落
を
自
警
し
な
が
ら
、
而
も
更
に
一
歩
も
前
進
難
平
な
い
か
ら
廻
り
す
る
反
省
が

み
と
め
ら
れ
る
。
親
欝
は
此
の
や
う
な
精
華
の
歌
態
が
眞
に
臨
絡
に
於
て
正
念
で
あ
る
事
が
嵐
來
る
か
否
か
は
、
假
令
（
不
定
）
で
あ
る
と

解
し
た
。
　
「
願
と
し
て
か
な
ら
す
迎
接
あ
ら
ん
こ
と
器
ほ
に
不
定
な
り
。
さ
れ
ば
第
十
九
の
願
文
に
も
、
現
共
入
前
者
の
う
へ
に
は
假
令

不
異
と
お
か
れ
た
ρ
Q
な
と
ひ
と
い
ふ
は
あ
ら
ま
し
な
り
。
：
：
不
定
の
あ
ひ
だ
假
令
の
二
字
を
お
か
る
。
さ
も
あ
り
ぬ
べ
く
ば
と
い
へ

る
心
な
り
」
（
隠
傭
下
妙
二
＋
ヨ
丁
）
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
し

　
し
か
し
此
の
事
は
、
翼
賢
心
の
楡
討
に
於
て
一
層
明
瞭
と
な
る
。
彼
は
十
九
願
の
機
の
商
利
翼
費
の
失
を
「
乃
難
縁
観
動
し
て
正
念
を

失
す
る
が
故
に
、
佛
の
本
願
と
相
鷹
…
せ
ざ
る
が
故
に
敏
と
相
感
せ
ざ
る
が
故
に
、
佛
語
と
随
順
せ
ざ
る
が
故
に
、
係
念
導
管
せ
ざ
る
が
故

に
、
憶
想
聞
断
ず
る
が
故
に
、
廻
願
懇
撒
砂
費
な
ら
ざ
る
が
故
に
、
貧
瞬
諸
見
の
煩
機
來
闇
噺
す
る
が
故
に
、
漸
塊
繊
悔
の
心
有
る
無
き

が
故
に
」
（
十
二
左
一
十
｝
二
右
適
切
ゆ
切
1
ω
A
）
と
論
い
て
、
　
此
等
の
も
の
が
往
生
を
得
る
事
は
コ
臼
は
時
に
希
に
一
二
を
得
、
　
千
は
時
に
希
に
五
三
を
得
」
（
岡

麗
）
と
敏
へ
て
居
る
。
　
一
度
無
常
感
に
よ
っ
て
起
つ
允
揖
求
の
翼
賢
も
時
と
共
に
色
あ
々
充
も
の
と
な
っ
て
失
ふ
。
慮
己
の
磯
起
し
允
も

　
　
　
　
　
三
翻
…
蔽
y
八
に
就
い
て
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
一
回
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@
　
　
哲
学
究
簸
二
買
九
＋
一
號
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

5　
　
の
が
翼
費
で
あ
夢
、
正
し
く
厭
離
の
思
ぴ
で
あ
り
、
正
し
く
祝
求
の
志
で
あ
っ
允
と
考
へ
る
の
は
蟹
は
無
反
省
な
の
で
あ
る
。
我
汝
が
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
實
で
あ
れ
ば
、
却
っ
て
「
一
時
に
煩
僑
総
懸
び
千
π
び
間
は
る
と
い
ふ
自
走
の
事
態
に
反
省
さ
せ
ら
れ
、
深
い
熾
悔
と
追
認
に
入
ら
な
け

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。
毒
心
に
よ
っ
て
建
立
す
る
と
無
邪
氣
に
考
へ
允
も
の
が
、
實
は
罪
の
無
知
な
る
歎
態
で
あ
る
。
我
汝
が
躍
に
自
己
の
善

　
　
根
に
よ
つ
て
、
佛
智
を
知
ら
す
、
喉
自
力
7
万
的
に
、
道
徳
的
に
、
鉄
脚
に
到
ら
う
と
す
れ
ば
、
共
は
蹴
に
全
く
粗
封
的
な
善
で
あ
っ

　
　
て
、
絶
…
封
の
鯛
か
ら
は
却
っ
て
悪
と
せ
ら
れ
る
。
動
輪
聖
王
の
小
王
子
が
罪
を
犯
す
と
卓
球
の
牢
獄
に
金
の
鎖
で
繋
が
れ
る
如
く
、
佛
智

　
　
を
疑
惑
し
、
罪
畷
に
賦
果
の
慮
報
を
信
じ
て
善
本
を
行
ふ
も
の
は
極
樂
國
土
の
胎
宮
に
生
れ
五
百
年
庸
佛
法
蓮
に
會
は
な
い
（
漁
精
も
と

　
　
大
経
は
敏
へ
て
居
る
。
彼
等
は
善
行
の
鎖
で
つ
な
が
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
　
「
も
し
面
起
の
衆
生
其
の
本
の
罪
を
識
り
て
深
く
自
ら
悔
責

　
　
し
て
彼
の
薩
を
離
れ
る
察
を
求
め
る
」
（
同
士
）
時
に
、
即
ち
罪
の
稼
畳
に
よ
っ
て
翼
實
心
が
事
事
實
心
と
な
り
、
無
常
の
問
題
が
罪
の
霞

　
　
畳
的
な
絶
望
と
な
っ
た
時
に
は
じ
め
て
十
九
願
が
昔
願
に
縛
入
す
る
の
で
あ
る
。
（
事
訳
）


